
万感胸に迫る。厳しくも優しかった恩師や支えてくれた父母が見守る中、
３年間苦楽を共にした友と学校に別れを告げ、新たな一歩を踏み出す。

堀口中学校  卒業証書授与式 ３月 8 日／堀口中学校
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1  静寂の中、名前を呼ばれていく卒業生
2  目を合わせ力強く卒業証書を手渡す学校長
3  卒業生に思いはせ送辞を述べた在校生代表
4  誇らしげに卒業生を見守る先生たち
5  別れのときに、涙をぬぐい耐える卒業生
6  先輩の晴れ姿を見つめる在校生たち
7  さまざまな想いを込めて歌う最後の合唱

1

2 3

4 5 6

7

8  万感の思いで学校長から受け取る卒業証書
9  これまでの団結力を感じる最後のホームルーム

10   祝福の胴上げは力強く、天高く舞う卒業生

三沢高等学校　卒業証書授与式（３月１日）

11  恩師への感謝の気持ちを叫ぶ卒業生
12  込み上げる想いは言葉にならず、涙があふれる
13  同級生、後輩、入り乱れ別れを惜しむ最後の時間

三沢商業高等学校
卒業証書授与式（３月１日）

8

9 10

Pick Up

卒業証書授与式

Pick Up　卒業証書授与式

堀口中学校
卒業証書授与式（３月８日）

　春、３月。市内の２つの高校、５つの中学校、７つ
の小学校で卒業証書授与式が行われ、計 1,347 人の
児童・生徒が人生の新たな一歩を踏み出した。

　時に厳しく時に優しく導いてくれた恩師、温かく支
えてくれた家族、慕い後に続く後輩たちが見守る旅立
ちの儀式。脳裏に浮かぶ、さまざまな思い出。込み上
げる万感の想い。泣き、笑い、彼らはまた一つ大きく
強く成長する。

11

12

13
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特　

集会　　　計 平成 25 年度 平成 24 年度 増減率
一 般 会 計 204 億 9,700 万　　円 215 億 9,200 万　　円 ▲ 5.1％
特 別 会 計 101 億 2,832 万７千円 118 億 6,811 万５千円 ▲ 14.7%
国 民 健 康 保 険   40 億 7,978 万７千円   40 億 6,865 万２千円 0.3％
食 肉 処 理
セ ン タ ー 　5 億 8,566 万３千円   24 億 7,819 万 7 千円 ▲ 76.4％

農 業 集 落 排 水 　2 億 1,405 万６千円 　3 億 1,549 万８千円 ▲ 32.2％
下 水 道   16 億 4,628 万８千円   16 億 3,848 万６千円 0.5％
介 護 保 険   32 億 4,345 万５千円   30 億 2,807 万８千円 7.1％
後期高齢者医療 　3 億 5,907 万８千円 　3 億 3,920 万４千円 5.9％
企 業 会 計   72 億    604 万８千円   69 億 4,860 万４千円 3.7％
水 道   16 億 6,036 万７千円   12 億 7,098 万６千円 30.6％
病 院   55 億 4,568 万１千円   56 億 7,761 万８千円 2.3％
合 計 378 億 3,137 万５千円 404 億     871 万９千円 ▲ 6.4％

会計別当初予算額の増減

歳　　　　　入
自主財源
市が自主的に収入できる財源
依存財源
国や県の一定の基準によって額が決められ交付
される財源
諸収入
延滞金や貸付金の元利収入など、他のどの科目
にも含まれない収入をまとめた科目
繰入金
一般会計、特別会計、基金の間で相互に運用さ
れるお金
使用料および手数料
市の施設の使用料や住民票などを交付したとき
の手数料など
分担金および負担金
市が行う事業で特定の利益を得る人などから負
担してもらうお金
地方交付税
地方自治体ごとの財政運営の均衡をとるため国
から交付されるお金
国庫支出金・県支出金
特定の目的の財源として国・県から交付される
お金
国有提供施設等所在市町村助成交付金
米軍および自衛隊が使用する固定資産につい
て、国が市に対し財政調整とその補償のため交
付するお金
市債
市が事業を進めるため国や銀行から借りるお金
地方譲与税
国税として徴収された後に市町村へ分配される
お金
地方消費税交付金
消費税の一部を財源に県から交付されるお金

歳　　　　　出
民生費
市民の福祉向上に使われるお金
土木費
道路や公園などの維持補修や整備のために使わ
れるお金
公債費
市の借入金（市債）の元金や利子の償還に使わ
れるお金
総務費
全般的な管理事務や財政、財産管理、徴税、選
挙などに使われるお金
教育費
小中学校の運営や教育、文化、スポーツの振興
などに使われるお金
衛生費
各種健診や予防接種などの保健関係、ごみやし
尿の処理などに使われるお金
消防費
消防、防災、災害対策などに使われるお金
農林水産業費
農林水産業の振興や農道などの整備に使われる
お金
商工費
商工業や観光振興に使われるお金
議会費
市議会の運営に使われるお金
労働費
雇用の安定のために使われるお金
予備費
急を要する予算外の支出に対応するためのお金

用 語 の 説 明

約 48 万 5,838 円

一般会計予算を
　１人あたりにすると…

（２月 28 日現在の人口 42,189 人で計算）

農林水産業費 議会費

衛生費

民生費

消防費 商工費

予備費  ほか

公債費土木費

139,497 円 76,739 円 51,164 円

総務費

45,373 円 39,053 円

29,550 円 19,129 円

15,330 円 5,183 円

災害復旧費

17,034 円 1,149 円

204 億 9,700 万円 の内訳一般会計

　

海
外
経
済
の
状
況
が
改
善
す
る

中
、
東
日
本
大
震
災
の
復
興
需
要

が
続
く
わ
が
国
の
経
済
。
景
気
回

復
へ
期
待
が
高
ま
る
も
の
の
、
雇

用
や
所
得
環
境
の
先
行
き
、
デ
フ

レ
の
影
響
な
ど
に
も
依
然
と
し
て

不
安
が
あ
り
、
今
後
も
予
断
を
許

さ
な
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。

　

国
で
は
、
政
権
交
代
に
伴
い
、

日
本
経
済
再
生
に
向
け
た
緊
急
経

済
対
策
が
閣
議
決
定
さ
れ
ま
し

た
。
大
胆
な
金
融
政
策
、
機
動
的

な
財
政
政
策
、
民
間
投
資
を
喚
起

す
る
成
長
戦
略
の
「
三
本
の
矢
」

で
長
引
く
不
況
か
ら
の
脱
却
、
雇

用
・
所
得
拡
大
を
目
指
す
こ
の
対

策
。
中
・
長
期
的
な
持
続
性
を
重

視
す
る
一
般
会
計
予
算
案
は
、
前

年
度
当
初
と
比
較
し
て
２
・
５
％

増
の
92
兆
６
１
１
５
億
円
と
な
り

ま
し
た
。

　

一
方
、
三
沢
市
は
、
市
税
な
ど

の
自
主
財
源
や
地
方
交
付
税
を
含

む
依
存
財
源
で
も
大
幅
な
歳
入
の

増
加
を
見
込
む
こ
と
が
で
き
ず
、

先
々
の
見
通
し
が
極
め
て
不
透
明

と
な
っ
て
い
る
こ
と
な
ど
か
ら
、

依
然
と
し
て
厳
し
い
財
政
状
況
に

置
か
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
よ
う
な

中
、
行
政
経
営
シ
ス
テ
ム
に
基
づ

き
、
事
務
事
業
評
価
の
結
果
を
予

算
編
成
に
反
映
。
ま
た
、
行
財
政

改
革
と
一
体
的
に
取
り
組
み
、
三

沢
市
総
合
振
興
計
画
の
基
本
理
念

で
あ
る
「
人
と
ま
ち　

み
ん
な
で

創
る　

国
際
文
化
都
市
」
建
設
の

た
め
、
▼
健
康
で
助
け
合
う
ま
ち

づ
く
り
▼
環
境
と
共
生
し
安
心
で

き
る
ま
ち
づ
く
り
▼
豊
か
な
心
と

体
を
育
む
ま
ち
づ
く
り
▼
働
き
暮

ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
▼
生
活
に
便

利
な
ま
ち
づ
く
り
▼
健
全
で
開
か

れ
た
ま
ち
づ
く
り
の
６
つ
の
都
市

像
の
実
現
を
目
指
し
て
、
将
来
世

代
も
持
続
可
能
な
財
政
構
造
を
確

立
す
る
た
め
の
予
算
編
成
を
行
い

ま
し
た
。

　

そ
の
結
果
、
平
成
25
年
度
一
般

会
計
当
初
予
算
は
、
歳
入
歳
出
と

も
に
２
０
４
億
９
７
０
０
万
円
と

な
り
、
前
年
度
当
初
予
算
と
比
較

し
て
10
億
９
５
０
０
万
円
、
率
に

し
て
５
・
１
％
の
減
と
な
り
ま
し

た
。
そ
の
主
要
施
策
に
つ
い
て
、

次
頁
で
ご
紹
介
し
ま
す
。

　３月 14 日閉会の平成 25 年三沢市
議会第１回定例会で、一般会計予算
をはじめとする９つの新年度予算案
が審議・可決されました。
　予算総額は 378 億 3,137 万５千円。
　私たちの暮らしに生かされる平成
25 年度予算を紹介します。

歳出

民生費
58 億 8,524 万２千円
　　　　　　　　（28.7％）

　土木費
32 億 3,751 万
　　　 ５千円

　　（15.8％）

農林水産業費
６億 4,676 万６千円（3.2％）

教育費
19 億 6,754 万８千円（9.6％）

総務費
19 億 1,425 万円（9.4％）

　公債費
21 億 5,856 万
１千円（10.5％）

衛生費
16 億 4,760 万５千円（8.0％）

消防費
12 億 4,669 万９千円（6.1％）

商工費
８億 701 万７千円（3.9％）

議会費
２億 1,866 万６千円（1.1％）

災害復旧費
７億 1,866 万１千円（3.5％）

労働費　2,844 万円（0.1％）
予備費　2,000 万円（0.1％）
諸支出金　   ３万円（0.0％）

平
成
25
年
度

歳入

　地方交付税
51 億 760 万８千円

（24.9％）

市税
42 億 5,226 万６千円
　　　　　　　（20.8％）

国庫支出金
34 億 4,314 万
　　　 ７千円
　　　　（16.8％）

国有提供施設等
　所在市町村助成交付金
20 億 4,936 万２千円（10.0％） 県支出金　15 億 1,604 万４千円（7.4％）

市債　13 億 2,140 万円（6.4％）

地方消費税交付金
４億 2,413 万２千円（2.1％）

地方譲与税
１億 4,193 万円（0.7％）

その他
8,002 万７千円（0.4％）

分担金および負担金
３億 2,915 万５千円（1.6％）

繰入金
10 億   191 万６千円（4.9％）

使用料および手数料
２億 9,335 万円（1.4％）

諸収入
５億 1,109 万 9 千円（2.5％）

その他
2,556 万４千円（0.1％）

自主財源
31.3％

依存財源
（68.7％）

教育費

46,637 円

持
続
可
能
な
財
政
目
指
し

前
年
度
比
５
・
１
％
の
減
額

三
沢
市
の
お
財
布
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51 億 1,837 万２千円
児童福祉費　　　  13 億 142 万８千円
保育所の運営や延長保育の推進、民間
経営施設への支援など
児童手当費　　　　　６億 2,744 万円
0 歳児から中学校卒業までの児童・生
徒を対象に支給
子ども医療費給付費　8,061 万１千円
子ども医療費の一部負担金を支給
　　　　　　　　（0 歳から 15 歳まで）
妊婦委託健康診査費     4,992 万６千円
妊娠中の早期異常発見、妊産婦死亡減
少、未熟児出生防止のため助成
社会福祉協議会補助金  1,833 万４千円
行政と一体となって住民参加型福祉活
動を推進しサービスを提供する
地産地消でわんぱく家族米支給費
　　　　　　　　　　 1,141 万８千円
18 歳以下の子どもが３人以上いる家庭
に対して米（45kg・60kg）を支給
母子集団健康診査費　　696 万６千円
４カ月・１歳６カ月児の健康診査、２・
３歳児の歯科健康診査を各月１回実施
未熟児養育医療給付費　454 万８千円
入院養育を必要とする未熟児に、指定
医療機関での自己負担の一部を給付
母子家庭等対策総合支援事業
　　　　　　　　　　　276 万３千円
母子家庭の安定した就職に役立てる資
格取得と母子家庭の自立を促進

17 億 6,429 万２千円
漁民研修施設等復興整備事業
　　　　　　　　５億 3,909 万８千円
東日本大震災で被害を受けた施設復興
の用地取得や建設工事など

塵芥処理費　　　 3 億 6,451 万３千円

ごみ焼却・処理施設や最終処分場の運
営管理、ごみ収集・運搬作業など
清掃センター整備事業
　　　　　　　　１億 1,834 万１千円
焼却施設および粗大ごみ処理施設の補
修工事
消防庁舎発電システム設置事業
　　　　　　　　　　 6,180 万６千円
消防本部庁舎に太陽光発電・風力発電
設備と蓄電池を設置
被災者住宅再建支援事業
　　　　　　　　　 　1,668 万８千円
東日本大震災で被災した住宅再建資金
の利子相当額の 80％を補助

自主防災組織補助金　　587 万８千円

自主防災組織の資機材整備と提案型防
災事業に係る補助金

自然保護費　　　　　　331 万９千円

ラムサール条約登録地の仏沼の保全と
利活用をし自然保護思想を啓発・普及

津波の碑建設事業　　　236 万４千円

東日本大震災等による津波被害を忘れ
ることなく後世に伝えるため建設

健康で助け合う
まちづくり

健 康 社 会 保 障

環境と共生し安心できる
まちづくり

15 億 9,245 万１千円
小・中学校営繕事業　 6,247 万６千円

市内小・中学校の営繕費など

第五中学校暖房設備改修事業
　　　　　　　　　　 6,113 万２千円

工事費、管理業務委託料など

（仮称）国際交流スポーツセンター
整備事業　　　　　　 5,705 万５千円
施設や外構の実施設計業務に要する委
託料など
国際交流および国際化事業
　　　　　　　　　　4,462 万２千円
教育課程特例校認定による小学校英語
教育の推進や姉妹都市交流事業など
幼稚園就園奨励費補助金
　　　　　　　　　　4,283 万１千円
保護者の経済的負担を軽減するために
幼稚園の入園料や保育料を補助
特別支援教育支援員配置事業
　　　　　　　　　　　　2,160 万円
小・中学校で支援が必要な児童生徒の
ために支援員を 28 人配置（４人追加）

スポーツ推進費　　　1,218 万 3 千円

各種大会出場選手の派遣費や体育協会
への補助
児童・生徒通学援助費
　　　　　　　　　　　961 万２千円

おおぞら小、三沢小、第二中、第三中
に通う児童・生徒への援助

豊かな心と体を育む
まちづくり

９億 5,326 万３千円
中小企業対策資金　　　2 億 200 万円
中小企業の資金繰りの円滑化を図るた
め、簡易小口保証特別融資などを実施
企業誘致費　　　１億 8,353 万４千円
立地した誘致企業に対し立地促進奨励
金などを交付
水産物供給基盤整備事業
　　　　　　　　　　　　 7,300 万円
水産物の流通・供給基盤の整備や漁港
施設機能強化にかかる事業費
新築リフォーム支援事業
　　　　　　　　　　 4,516 万１千円
住宅工事などの市内業者への発注を促
進し、建築関連産業の活性化を図る
県営農業基盤整備事業費負担金・補助金
　　　　　　　　　　 2,591 万１千円
農地の集団化と経営規模の拡大や高能
率農業の展開を図る事業への負担金等
農業次世代育成振興費
　　　　　　　　　　 2,222 万１千円
新規就農者の所得を確保する青年就農
給付金や、生産・販売力強化対策など
地産販売推進補助金
　　　　　　　　　　1,220 万 8 千円
地産地消フェアなど各種イベントや農
産物販路拡大推進事業への助成

観光素材活用推進事業　606 万３千円

寺山修司没後 30 周年記念事業への補
助や小川原湖景観ＰＲ事業委託など

働き暮らせる
まちづくり

24 億 9,722 万５千円
市道整備事業　  11 億 7,580 万３千円
新たな都市整備基盤に向けた道路整備
▶市道東岡三沢・堀口線外１整備事業
　（東岡三沢 2・3 丁目、
　　　　　　　字堀口地区内町内線）
▶市道谷地頭・金糞線整備事業
　（塩釜４丁目～
　　　　　　市道大崎４号線交差点）
▶市道東岡三沢・松原線整備事業
　（アミューズメントステーション
　　　　　　　ブンカ～松原町 2 丁目）
▶市道堀口５号線整備事業
　（ローソン三沢美野原店～堀口中学校）
　　　　　　　　　　　　　　　ほか
三沢飛行場周辺整備統合事業
　　　　　　　　3 億 7,125 万２千円

市立三沢病院周辺道路・公園などの整備

公営住宅等ストック総合改善事業
　　　　　　　　　　 4,833 万３千円
松園団地給湯設備改修など、市営住宅
の改修、長寿命化にかかる経費
コミュニティバス運行事業
　　　　　　　　　　　　4,201 万円
本格運行後も利用しやすい体系への検
討・整備を続ける運行経費への補助金

公園整備事業　　　　 1,341 万１千円

墓地公園墓地区画整備・補修工事

古間木団地建替事業　　742 万１千円

動産などの移転補償費

生活に便利な
まちづくり

３億 9,866 万６千円
ＣＡＴＶ運営管理費
　　　　　　　　１億 4,752 万５千円
ＣＡＴＶ施設の修繕料や番組制作委託
料など
全庁型地理情報システム管理事業　　
　　　　　　　　　　 1,888 万 5 千円
固定資産業務システム、公有財産業務
システムなどの維持管理
市民協働推進事業
　　　　　　　　　　1,223 万７千円
市民と行政が協働し、役割を分担して
まちづくりを行えるよう市民の自発的
な社会活動を支援
▶協働のまちづくり市民提案事業費補
　助金
▶女性政策推進事業費
　（男女共同参画社会に向けた女性の
　意識啓発、ネットワークづくりなど）

行政協力費謝礼　　　 1,069 万２千円

市内各町内会への広報など配布作業に
係る謝礼
市民活動ネットワークセンターみさわ
管理費　　　　　　　　614 万１千円
市民活動ネットワークセンターみさわ
を維持管理し、市民活動団体の育成や
地域づくり活動の支援などを図る
三沢市連合町内会活動費補助金
　　　　　　　　　　　　　123 万円
地域町内会の連帯や活動など住民意識
の高揚を図る

健全で開かれた
まちづくり

「人とまちみんなで創る国際文化　都市」建設への６つの都市像

医 療 福 祉 防災

自然環境

生活環境 基地対策生活安全 国 際 化 教 育 スポーツ文 化 観光商業

雇用 農業

水 産 業 都市整備 高度情報化 市街地活性化 地域協働 行政改革

交 通 網

新産業創出
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農業集落排水三沢南部地区浄化センター

特別会計

40 億 7,978 万 7 千円国民健康保険 疾病、負傷、出産および死亡に関して必要な保険給付や健康保持・増
進などの保険事業

国庫支出金
11 億 7,516 万４千円

（28.8％）

国民健康保険税
10 億 3,007 万３千円

（25.3％）

前期高齢者納付金
６億 3,238 万３千円（15.5％）

共同事業交付金
５億 7,721 万１千円（14.2％）

その他　2,395 万５千円
　　　　（0.6％）

療養給付費等交付金
１億 2,353 万５千円（3.0％）

県支出金
２億 2,612 万円（5.5％）

繰入金
２億 9,134 万６千円（7.1％）

共同事業拠出金
５億 8,174 万２千円（14.3％） 保険給付費

25 億 1,315 万８千円
（61.6％）

後期高齢者支援金等
５億 6,931 万６千円（14.0％）

介護納付金
２億 8,216 万９千円（6.9％）

総務費　8,164 万 8 千円（2.0％）
その他　2,641 万３千円（0.6％）
保健事業費　2,534 万１千円（0.6％）

歳  出歳  入

16 億 4,628 万８千円下水道 市街地を中心とした区域の汚水処理を行う公共下水道の整備運営事業

繰入金
５億 8,152 万４千円

（35.3％）

市債
４億 6,040 万円

（28.0％）

事業収入
４億 2,586 万１千円（25.9％）

諸収入　２千円（0.0％）
繰越金　１千円（0.0％）

国庫支出金
１億 7,850 万円（10.8％）

公債費
９億 9,291 万９千円

（60.3％）

事業費
６億 5,336 万９千円

（39.7％）

歳  出歳  入

５億 8,566 万３千円食肉処理センター 食肉用家畜を処理する三沢市食肉処理センターの運営事業

諸収入　4,000 万１千円（6.8％）

繰越金　１千円（0.0％）繰入金　650 万円（1.1％）

事業収入
５億 3,916 万１千円

（92.1％）

事業費
４億 7,790 万９千円

（81.6％）

公債費
１億 775 万４千円（18.4％）

歳  出歳  入

３億 5,907 万８千円後期高齢者医療 75 歳以上の方など、後期高齢者に対する医療給付事業

後期高齢者医療保険料
２億 4,624 万３千円

（68.6％）

繰入金
１億 711 万２千円

（29.8％）

使用料および手数料　８万４千円（0.0％）
繰越金　　　　　　　　　１千円（0.0％）

諸収入
563 万８千円（1.6％）

　　後期高齢者医療
　広域連合納付金
３億 1,991 万６千円（89.1％）

総務費
3,339 万６千円（9.3％）

　　　諸支出金 129 万６千円（0.3％）
　　　保険給付費　 60 万円（0.2％） 

保健事業費　387 万円（1.1％）

歳  出歳  入

32 億 4,345 万５千円介護保険 要介護者を社会全体で支え、総合的な介護保険サービスを行う事業

支払基金交付金
８億 8,792 万１千円（27.4％）

国庫支出金
８億 284 万６千円（24.7％）

保険料
５億 4,562 万４千円（16.8％）

財産収入　８万７千円（0.0％ )
使用料および手数料
　　　　　　　１千円（0.0％）
　　繰越金　　１千円（0.0％ )県支出金

４億 3,742 万９千円（13.5％）

繰入金
５億 5,677 万９千円（17.2％）

保険給付費
30 億 3,582 万４千円

（93.6％）

総務費
１億 1,530 万４千円（3.5％）

予備費　　　　　 2,000 万円（0.6％）
諸支出金　　　　　200 万円（0.1％）
　　基金積立金　８万８千円（0.0％）
　　　　　財政安定化基金拠出金
　　　　　　　　　　１千円（0.0％）
　　　　　　公債費　１千円（0.0％）

地域支援事業費
7,023 万７千円（2.2％）

歳  出歳  入

企業会計
使用料など、その事業における収入で、その事業の
経費を賄うことを目的として設置される独立採算性
を原則とする会計です。

特定の事業を行う場合、または特定の歳入をもって特定の歳出に充て、一般会計と区別して経理をする必要がある会計です。

２億 1,405 万６千円農業集落排水 三沢西部、東部、南部の汚水処理事業

繰入金
1 億 7,686 万８千円

（82.6％）

事業収入　3,364 万８千円（15.7％）

繰越金　１千円（0.0％）
諸収入　353 万９千円（1.7％）

公債費
１億 3,935 万７千円

（65.1％）

事業費
7,469 万９千円（34.9％）

歳  出歳  入

収益的
収入（医業収益、医業外収益） 48 億 4,326 万４千円
支出（医業費用、医業外費用、特別損失） 53 億 1,640 万６千円

資本的
収入（企業債、出資金、補助金） １億 4,133 万６千円

支出（建設改良費、企業債償還金） ２億 2,927 万５千円

55 億 4,568 万１千円（支出計）病　院

収益的
収入（水道料金、水道加入金など） ６億 6,768 万８千円
支出（人件費、動力費、企業債利息など） ６億 3,609 万８千円

資本的
収入（企業債、補助金、負担金） ７億 5,235 万２千円

支出（建設改良費、企業債償還金） 10 億 2,426 万９千円

16 億 6,036 万７千円（支出計）水　道

諸収入　1,276 万７千円（0.4％）
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前平中央公園前平中央公園

さつきヶ丘団地さつきヶ丘団地

深谷地区コミュニティ集会施設深谷地区コミュニティ集会施設

泉町地区コミュニティ集会施設泉町地区コミュニティ集会施設

三沢アイスアリーナ三沢アイスアリーナ

三沢小学校三沢小学校

南町地区コミュニティ集会施設南町地区コミュニティ集会施設

松原児童センター松原児童センター

第五中学校第五中学校

古間木ポンプ場古間木ポンプ場
三沢公演三沢公園

三沢駅三沢駅

日の出地区コミュニティ集会施設日の出地区コミュニティ集会施設

南山地区コミュニティ
集会施設
南山地区コミュニティ
集会施設

北園・堀口地区コミュニティ
集会施設
北園・堀口地区コミュニティ
集会施設

三沢老人ホーム三沢老人ホーム

市立三沢病院市立三沢病院

大津郵便局大津郵便局

第二中学校第二中学校

保養センター保養センター

松ヶ丘・自由ヶ丘地区コミュニティ
集会施設
松ヶ丘・自由ヶ丘地区コミュニティ
集会施設

北園・堀口地区コミュニティ
集会施設
北園・堀口地区コミュニティ
集会施設

消防署消防署

ＪＡおいらせＪＡおいらせ

浄化センター浄化センター

三沢空港ターミナル三沢空港ターミナル

市民運動広場市民運動広場

まきば公園まきば公園

こがね公園こがね公園

堀口中学校堀口中学校

美野原公園美野原公園

東町地区コミュニティ集会施設東町地区コミュニティ集会施設

木崎の小学校木崎野小学校
松園公園松園公園

深谷公園深谷公園

三沢高等学校三沢高等学校

第一中学校第一中学校

中央公園中央公園
三沢市役所三沢市役所

岡三沢小学校岡三沢小学校

本岡三沢社会福祉センター本岡三沢社会福祉センター

春日台
社会福祉センター
春日台
社会福祉センター

千代田地区コミュニティ
集会施設
千代田地区コミュニティ
集会施設

上久保公園上久保公園 栄公園栄公園

大町郵便局大町郵便局

上久保小学校上久保小学校

滝の沢公園滝の沢公園

三沢中央
自動車学校
三沢中央
自動車学校

武道館武道館

警察署警察署

郵便局郵便局

緑町公園緑町公園

 

　下水道の施設は、道路や公園のように多
くの人が利用できるものとは異なり、「処理
区域」という限られた地域の人しか利用で
きません。そのため、下水道建設費の中の
市が負担する分を全て税金で賄うことは、
下水道を利用できない人にまで負担をかけ
ることになり、公費負担の公平を欠くこと
になります。
　このことから下水道が整備されることで
利益を受ける人に建設費の一部を負担して
いただいています。

平成 25 年度受益者負担金・分担金の申告
　受益者負担金・分担金は年度ごとに賦課
する区域を決めており、下記の地区が平成
25 年度の受益者負担金・分担金賦課対象区
域です。

▶千代田町２～５丁目の一部

▶花園町４丁目の一部

▶栄町１・３丁目の一部

▶大町２・３丁目の一部

▶中央町３丁目の一部

▶東岡三沢１～３丁目の一部

▶岡三沢１・４～８丁目の一部

▶日の出２丁目の一部

▶泉町１丁目の一部

▶南山１・４丁目の一部

▶字下久保・字堀口・字南山・字園沢の一部

　対象となる土地を所有している人には申
告書が送付されますので、必要事項を記入
して下水道課業務係に提出してください。
提出期限　４月 30 日（火）
問い合わせ先　下水道課 業務係（内線 378）

受 益 者 負 担 金・ 分 担 金

　私道は市道と異なり、個人の所有物です。管
理および権利義務は所有者個人にあるため、市
はその土地の所有者に無断で公共下水道を敷設
することはできませんが、一定の条件を満たし
た私道に限り、市の予算で下水道を敷設するこ
とが可能です。
　詳しくはお問い合わせください。

問い合わせ先　下水道課 計画工務係（内線 377）

私道に公共下水道を
　　　敷設できます

既に使用できる区域

平成 25 年４月１日から使用できる区域

平成 29 年度までに使用できる予定の区域

下水道を使える  区域が広がりました
　４月１日から下水道を使える区域
が広がりました。下水道が整備され、
使用可能区域の皆さんが接続すると、
自身や環境にたくさんのメリットが
生まれます。

▶浄化槽・浸透桝が不要になり悪臭がなくなります。
▶宅地を有効利用できます。
▶海や川の汚濁を防止できます。
▶水路や道路側溝の汚水がなくなり、清潔で快適な
　環境を後世に残すことができます。

下水道に接続すると…

　下水道を使用できる地域の方が接続するためには、
宅地内に排水設備を設置する工事をしなければなりま
せん。
下水道を利用できる方は…
▶台所や洗たくなどの排水や浄化槽式トイレは１年以
　内に下水道に接続してください。
▶くみ取り式便所は、３年以内に水洗トイレに改造し、
　下水道に接続してください。

問い合わせ先　下水道課 排水設備係（内線 335）

融資あっせん制度をご利用ください !
　排水設備工事や、それに伴い、くみ取り式から水洗式へト
イレを改造したいと考えている方の経費の負担を軽くするた
めの制度です。返済にかかる利子は全て三沢市が負担します。
融 資 額　１件につき最高 60 万円
返済方法　月々１万円以上（１万円単位）を 60 カ月（５年）
　　　　　以内で返済
対 象 者　①月々１万円以上返済できる収入のある方
　　　　　②市税を滞納していない方
　　　　　③三沢市に在住する保証人を有する方
　　　　　　（保証人は配偶者以外で月１万円以上返済でき
　　　　　　　る収入のある方）
※新築の場合は、あっせんの対象外です。
※詳しくは、お問い合わせください。
問い合わせ先　下水道課 排水設備係（内線 335）▼４月１日から■の区域にお住まいの方が下水道を使えるようになりました。
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▲バスが近づくと、５分前から到着までのおおよその時間を表示

広 告広 告

      

　市北部と市立三沢病院を結ぶ北浜木崎野線で、上
限運賃制の実証実験を行っています。
　実験期間内、車内で販売している切符（２枚組
1,000 円）を購入してバス乗務員にお渡しいただく
と、市立三沢病院から八幡および天ケ森入口までの
500 円を超える区間を片道１枚（500 円分）で乗車
することができます。
区　間　北浜木崎野線
　　　　市立三沢病院～八幡、天ケ森入口
期　間　４月１日～平成 26 年３月 31 日

区間内片道運賃上限 500 円の実験開始

　運行ダイヤを４月１日から改正しました。
北浜木崎野線▶市立三沢病院発（14:30）八幡行き
　　　　　　▶市立三沢病院発（15:30）塩釜行き
の２便が増便となったほか、３月 16 日施行の青い
森鉄道ダイヤ改正を受けて、一部の便の運行時間を
変更しています。
　詳細については、市役所や駅、公共施設、スーパー
マーケットなどに設置している「十和田・三沢公共
交通ガイド（平成 25 年４月１日版）」をご覧ください。

市立三沢病院→八幡・塩釜行き  を増便

　市立三沢病院正面入口の情報ディスプレイと、市
内３カ所の停留所（※）に設置する表示機（あしあ
とランプ）をバージョンアップしました。
　これらの表示機では、これまでのバス通過情報に
加え、バスが到着する約５分前から接近情報をお知
らせします。
　より便利になった、三沢市コミュニティバス「みー
ばす」を、ぜひご利用ください。

※表示機が設置されているバス停留所は、市役所・
　公会堂前（公会堂側）②、ミス・ビードルドーム、
　三沢駅正面口の３カ所です。

バス運行情報システムをバージョンアップ

問い合わせ先　三沢市地域公共交通会議事務局〔政策調整課〕（内線 538）

　 『みーばす』が   　　 便利になりました！

　三沢空港振興会では、三沢空港を起点とする地域振
興のため、さまざまな取り組みを行っています。
　平成 22 年 10 月から運休していた三沢－大阪（伊丹）
線が３月 31 日から再開しました。76 席の小型機（エ
ンブラエル 170）を使用して、１日１往復運航します。
　多くの皆さまのご利用をお願いいたします。

問い合わせ先
　三沢空港振興会事務局〔政策調整課〕（内線 538）

３月 31 日から、三沢空港  大阪（伊丹）線が再開しました

路線 便 出発時間 到着時間
大阪（伊丹）→三沢 JAL2163 10:55 12:30
三沢→大阪（伊丹） JAL2164 13:00 14:45

三沢市コミュニティバス

※ご予約は、お近くの旅行会社または JAL ホームページで。
　http://www.jal.co.jp/

市民提案事業を募集します

応募できる団体
　①市民団体や NPO 法人など、自主的に組織し市内で活動している構成員
　　５人以上の団体（※個人は対象外）
　②会則・規約などを定め、会計処理がきちんと行われている団体
対象となる事業
　実施・収支計画が明確で、市民提案事業として決定した日から平成 26 年
３月末日までに市内で実施する以下の事業
　①市民提案型事業
　　健康づくり、子育て、防災関連、交通安全、商品開発など、地域を元気
　　にするものならジャンルは問いません。対象経費の９割を補助します。

（上限 50 万円）
　②まちなかにぎわい事業
　　地域の活性化や集客効果のある事業など。対象経費の９割を補助します。

（上限 200 万円）
審査方法　書類審査およびプレゼンテーション（５月実施予定）
応募方法　申込前に打ち合わせが必要です。
　　　　　申し込みの最低１週間前までに、広報広聴課へご連絡ください。
応募締切　４月 30 日（火）
応募・問い合わせ先　広報広聴課　市民協働推進係（内線 215）

「三沢をもっと元気に、便利に、住みやすいまちにしたい」。
みんなの課題を解決するために温めてきた、アイデアあふれる事業プラン。

審査で選考された事業には市から補助金を交付します。
このチャンスを生かし、あなたの事業プランを実現してみませんか？

三沢産の食材を使ったレ
シピコンテストを開催し
て地産地消を促進した

い！

地域独自の防 災 パ ン フ
レットを作って防災訓練

に役立てたい！

県内外からお客さんを呼

んで、三沢市の活性化に
つながるイベントをやっ

てみたい！

これまでに実施された市民提案事業の例

NPO 法人マンパワー

児童を危険から守る活動やあいさつで地域交
流の輪を広げました。

三沢病院ハートフルコンサート実行委員会
毎月１回、病院のホールでさまざまなコン
サートを開催。入院患者さんたちに安らぎの
ひと時を提供しました。

13 広報みさわ　2013・04 12市役所代表　☎ 53-5111

市政の動き 市政の動き



広 告広 告

　

テ
レ
ビ
の
ニ
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ピ
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。

　
　
　

三
沢
市
長　

種
市
一
正

招
致
活
動
が
も
た
ら
す
も
の

固定資産台帳簿などで
　　資産の価格をご確認ください

税務課　資産税係（内線 166）

　固定資産税の対象となる資産　　　　　　　　　　
（土地・家屋）を市内に所有して　　　　　　　　　　
いる方は、固定資産台帳でその価　　　　　　　　　　
格を確認することができます。

期　間　５月 31 日（金）まで
場　所　税務課７番窓口
持ち物　印鑑、身分証明書

※期間中の縦覧に、手数料はかかりません。
※所有者本人および同一世帯家族以外が縦覧する場合は
　委任状が必要です。

家屋台帳整備のための
　　　　　調査にご協力ください

税務課　資産税係（内線 166）

　市内全域を対象に、身分証を着用した市担当者が２人
１組で、未登録家屋や取り壊し家屋の有無などを調査し
ています。皆様のご理解とご協力をお願いします。
一次調査（家屋の照合・特定）
　未登録家屋や、取り壊されて現存しない家屋などの照
合・特定を行います。平成 25 年度は市北部・東部（根井・
谷地頭・三川目など）を調査する予定です。
　▶調査・記録のために家屋を撮影する場合があります。
　▶所有者確認のため、お住いの方に聞き取り調査を行
　　う場合があります。
二次調査（未登録家屋の評価）
　一次調査で未登録と判明した家屋を評価するため、所
有者の方に事前に連絡をした後、家屋調査を行います。

　４月１日から市役所の課の配置が一部
変更になりました。市役所をご利用の皆
さまにはご不便をおかけしますが、ご理
解とご協力をお願いします。

部　　署
変更前
の場所

変更後
の場所

観光物産課
別館１階 ➡ 別館２階

水産振興課

選挙管理委員会
事務局

別館２階 ➡ 別館１階

問い合わせ先　管財課（内線 395)

市役所の組織を一部改正しました
総務課（内線 207）

　三沢市総合振興計画後期基本計画実施計画の着実な推進を図るため、組織体制を改正しました。
旧（３月 31 日まで） 新（４月１日から）

政策財政部
政策調整課

政策調整係

➡ 政策財政部
政策調整課

推進係
企画開発係 企画係
交通政策係 交通政策係

ＣＡＴＶ情報課
放送サービス係

ＣＡＴＶ情報課 放送サービス係
企画編成係

▲総合振興計画後期基本計画実施計画と各種プランの進行管理を一元化するため、「政策調整係」を「推進係」に、「企
　画開発係」を「企画係」としました。また、番組編成および放送部門の業務の一部を委託したことにより、「企画編成係」
　を「放送サービス係」に統合しました。

上下水道部 下水道課

業務係

➡ 上下水道部 下水道課

業務係
排水設備係 排水設備係
計画工務係 計画工務係
施設管理係 施設管理係

農業集落排水 （廃止）

▲農業集落排水の建設事業が終了したことにより、「農業集落排水係」を廃止しました。

三沢病院事務局
管理課

庶務会計係

➡ 三沢病院事務局
管理課

庶務会計係
財産係 財産係

施設管理係 施設管理係

医療情報システム課
医事係

医療情報システム課
医事係

システム係 （廃止）

▲地方公営企業法全部適用移行に伴い、組織のスリム化を図り「システム係」を廃止しました。

　市立三沢病院では、これまで地方公営企業法の財務規定のみ
適用されていましたが、４月１日から、組織や職員の身分取り
扱いについても適用されることになりました。
　この全部適用に伴い、これまで三沢市長が持っていた広範な
権限を与えられた特別職（任期４年）の病院事業管理者を新た
に設置。市立三沢病院は病院管理者をトップとする、市部局か
ら独立した組織に変わります。病院事業管理者の経営責任と権
限の明確化のもと、病院経営の自主性を高めることにより、職
員の意識改革を図っていきます。また、医療を取り巻く目まぐ
るしい環境変化に、より機動的かつ迅速、的確に対応することで、
良質な医療サービスの提供に努めていきます。
　なお、全部適用に移行しても、診療体制や診療内容がこれま
でと変わることはありません。引き続き、公立病院として地域
の人々から「愛され信頼される病院」を目指し、病院職員一丸
となって取り組んでいきます。

問い合わせ先　市立三沢病院 管理課（☎ 53-2161）

市立三沢病院が
地方公営企業法の全部適用に移行しました

市役所の課の配置が
一部変更になりました
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　４月６日（土）～ 15 日（月）の 10 日間は「春
の交通安全運動」が実施されます。
運転者の方へ
▶安全確認を徹底し、速度を控え、思いやり運
　転を心掛けましょう。
▶飲酒運転は犯罪です。翌朝もアルコールチェッ
　カーなどで確認しましょう。
▶後部座席もシートベルトを着用させましょう。
▶チャイルドシートは、子どもの体格に合った
　ものを使いましょう。
自転車利用の方へ
▶自転車安全整備店で点検・整備を受け、万が
　一の事故に備え、賠償保険（ＴＳマークなど）
　にも加入しましょう。
歩行者の方へ
▶信号のある歩道を利用し、右折や左折の車両
　にも注意して横断しましょう。
▶夕暮れ時・夜間の外出では反
　射材用品を着用しましょう。

問い合わせ先　生活安全課（内線 316)

春の交通安全運動

　高齢者の女性を狙った、強引な健康食
品の電話勧誘販売に関する以下のような
相談が、最近、急増しています。

▶注文をしていないのに「注文を受けたので送る」と言わ
　れる。
▶「注文した覚えがない」と言うと、氏名、生年月日、住
　所などを告げ、「本人から確認済みです」と断言される。
▶脅迫めいた口調になり、恐怖心を与えられ、電話を切ら
　せてくれない。　など

これらの勧誘への対応の仕方は…

▷注文した覚えがないときは、はっきり断る。
▷承諾してしまってもクーリングオフ（一定期間内であれ
　ば無条件で契約解除できる制度）する。
▷商品が届いても、受け取りを拒否する。　など

　困ったときや、詳しい対応の仕方については、
生活安全課までご相談、お問い合わせください。

相談・問い合わせ先　生活安全課（内線 313）

強引な勧誘販売に
　　ご注意ください！

　老人クラブを中心とした 65 歳以上の高齢者を対象に、市民の森老人福祉センターへの
送迎を行っている福祉バスの運行日程が４月から変わりましたので、お知らせします。
お気軽にご利用ください。

乗降場所　福祉バスは下記の指定乗降場所以外では停車しません。
　　　　　※諸事情により、運休またはバス停が変更になる場合がありますので、ご確認ください。
運行時間　「行き」は９時に各集合場所を出発し、「帰り」は 14 時 30 分に市民の森老人福祉センターを出発

老人クラブ名 利　用　町　内　名 乗　降　場　所
利　用　月　日

４
月
５
月
６
月
７
月
８
月
９
月

10
月

11
月

12
月
１
月
２
月
３
月

松 友 会 古間木１～３丁目、本町１～２丁目、
春日台１～３丁目

新町屯所前（9:00 発）  春日台古田商店前  苫米地理容
前  根久商店前  マックスバリュー裏  沼山商店前  
旧三沢印刷前

４
日

５
日

２
日
・
30
日

４
日

５
日
５
日

梅 友 会 本町４丁目、新町１～４丁目

大 町 大町１～３丁目、栄町、南町１～４丁目

滝 の 沢 大町１丁目、新町３～４丁目

花 駒 会 花園町１～３丁目、駒沢、平畑

凛 凛 ク ラ ブ 上久保１～５丁目

西 花 園 花園町４～５丁目

栄 町 う ぐ い す 栄町１～３丁目 三沢ショッピングセンター前（9:00 発）  前田塗装前 
 上野ガソリンスタンド前

２
日

６
日

７
日

３
日

５
日

23
日
６
日竹 友 会・ 千 寿 の 会 本町、薬師１～２丁目、千代田町

銀 座 寿 中央町３～４丁目 中央地区コミュニティ集会施設（銀座会館）前（9:00 発）
 公会堂前  美野原公園前  松園町２丁目地区コミュ

ニティ集会施設前  上下水道庁舎裏口前  幸町１丁目
バス停  トヨタカローラ前

10
日

11
日

８
日

８
日

６
日

10
日

12
日

常 盤 会 中央町１～４丁目

松 園 町 松園町２～３丁目

平 畑 寿 平畑１～２丁目

白 菊 会 幸町１～３丁目、岡三沢２～３丁目、
緑町１～３丁目

市役所前（9:00 発）  幸町１丁目バス停留所  野々宮釣
具店前  三裕タイヤ前  山伊酒店前  西浜三沢  澤
口整骨院前

11
日

12
日

20
日

４
日

９
日

11
日

13
日

浜 三 沢 浜三沢

幸 町 一 丁 目 幸町１丁目
太洋舎商事前（9:00 発）  東北ファーム前  山本宅前 16

日
13
日

３
日

29
日

23
日

12
日

18
日岡 三 沢 上屋敷、後久保、その他

桜 桜町１～３丁目、美野原１～３丁目
市役所前（9:00 発）  大沼商店前  大澤商店前 17

日
１
日

18
日

28
日

16
日

17
日

19
日東 岡 三 沢 下久保、上屋敷、後久保

南 町 南町１～４丁目 大吉食堂前（9:00 発）  南町地区コミュニティ集会施設
前  松原児童センター前  第一幼稚園前

18
日

８
日

４
日

５
日

27
日

８
日

６
日美野原・あすなろ会 美野原１～３丁目

日 の 出 日の出１～４丁目
泉町月光通り（病院通り、9:00 発）  雇用促進住宅前  
日の出地区コミュニティ集会施設前  太郎温泉前  三
沢総合保険前

９
日

20
日

９
日

10
日

12
日

９
日

11
日

南 山 南山１～４丁目、南山

深 谷 深谷、南山

泉 泉町

大 津 大津、四川目

畑山商店前（9:00 発）  五日市自転車店前  種市畳店前 14
日

10
日

11
日

17
日

13
日

15
日

12
日三 川 目 三川目

鹿 中 鹿中

五 川 目 五川目 スーパードラッグアサヒ前（9:00 発）  前平の梅津商店前 
 淋代停留所付近  淋代郵便局前  種元酒店前  細谷

停留所付近（9:30 過ぎ）

15
日

11
日

12
日

14
日

18
日

16
日

13
日淋 代 淋代

長 寿 会 細谷

楽 生 会 織笠
遠藤商店前（9:00 発）  川村商店前  田中商店前  葛
巻商店前  新森地区コミュニティ集会施設前  小泉商
店前  Y ショップ北浜店（旧オレンジハート）前

16
日

17
日

26
日

19
日

21
日

20
日

18
日

百 働 会 六川目

は ま な す 天ヶ森、新森

塩 釜 友 寿 会 塩釜

谷 地 頭 越下、富崎、谷地頭 越下停留所付近（9:00 発）  山中入口  旧谷地頭小学校
前  朝日  根井  高野沢

21
日

18
日

19
日

24
日

20
日

22
日

19
日根 井 高野沢、朝日、根井

問い合わせ先　介護福祉課（☎ 51-8773）または市民の森管理事務所（☎ 59-3388）

市民の森老人福祉センターへの送迎福祉バスの運行日程が変わります
介護福祉課（内線 382）

　市では、地元農産物を使った新たな商品開発や　　　　　　　　　
販売活動を支援するための補助金制度を４月に創　　　　　　　　　
設しました。商品開発のアイデアはあるけれど資　　　　　　　　　
金面に不安があるといった方はもちろん、既に活　　　　　　　　　
動している加工団体も対象となります。
　三沢の特産品を使った新たな商品開発　　　　　　　　　　　　　
に、ぜひ、ご利用ください。
補助金額　事業費の 80％の金額
　　　　　※設備導入に要する補助は上限 200 万円
　　　　　　（三沢産の米粉を使って製麺する機械の購入など）
　　　　　※商品開発や販売促進等に要する補助は上限 100 万円
　　　　　　（三沢産の野菜を使った菓子の販売など）
応募対象　市内在住の個人、または市内に活動拠点を置く団体
応募方法　観光物産課に設置および市ホームページに掲載する応募様
　　　　　式に記入の上、持参または郵送でお申し込みください。
募集期間　４月 22 日（月）～６月 28 日（金）
応募・問い合わせ先　観光物産課（内線 522・523）

特産品開発促進補助金制度をご利用ください
観光物産課　地産販売推進室（内線 522・523）

障害者虐待防止センター
  の通報先が変わりました

家庭福祉課（内線 381）

　障害を持つ人の権利や尊厳が、虐待に
よって脅かされることを防ぐ障害者虐待
防止法が平成 24 年 10 月に施行されまし
た。これに伴い三沢市では、障害者の虐
待に関する通報や相談を受け付ける「障
害者虐待防止センター」を開設していま
すが、４月から通報先が変わりましたの
でお知らせします。

通報・相談などの問い合わせ先　
障害者虐待防止センター（☎ 53-2241）

［療育・障害者相談センターボイス］
※障害者虐待防止センターでは 24 時間、
　通報・相談などを受け付けていますの
　で、障害者から虐待のサインを感じた
　ら、すぐにご一報ください。
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▲提案理由を説明する市長

▼
三
沢
市
立
児
童
館
設
置
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に

つ
い
て

　

新
た
に
木
崎
野
児
童
ク
ラ
ブ
を

設
置
す
る
た
め
の
も
の
。

▼
三
沢
市
都
市
公
園
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い

て【主
な
改
正
点
】

▽
五
川
目
農
村
公
園
を
廃
止

▽
都
市
公
園
に
ホ
ス
ピ
タ
ル
・　

　

パ
ー
ク
を
追
加

▽
次
の
施
設
が
指
定
管
理
者
に
よ

　

る
管
理
が
可
能
と
な
っ
た

　

・
松
園
公
園
集
会
施
設

　

・
滝
ノ
沢
公
園
集
会
施
設

　

・
こ
が
ね
公
園
集
会
施
設

　

・
あ
じ
さ
い
広
場
集
会
施
設

▼
上
十
三
地
域
４
消
防
本
部
消
防

通
信
指
令
事
務
協
議
会
の
設
置
に

つ
い
て

　

三
沢
市
、
十
和
田
地
域
広
域
事

務
組
合
、
北
部
上
北
広
域
事
務
組

合
お
よ
び
中
部
上
北
広
域
事
業
組

合
に
お
い
て
、
上
十
三
地
域
４
消

防
本
部
消
防
通
信
指
令
事
務
協
議

会
を
設
置
す
る
た
め
の
も
の
。

▼
三
沢
市
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等

対
策
本
部
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

　

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
対
策
特

別
措
置
法
の
施
行
に
伴
い
、
三
沢
市

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
対
策
本
部

に
関
し
必
要
な
事
項
を
定
め
る
た
め

の
も
の
。

▼
三
沢
市
子
ど
も
・
子
育
て
会
議
条

例
の
制
定
に
つ
い
て

　

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
法
の
規
定

に
基
づ
き
、
三
沢
市
子
ど
も
・
子
育

て
会
議
を
設
置
す
る
た
め
の
も
の
。

　

平
成
25
年
三
沢
市
議
会
第
１
回

定
例
会
が
３
月
４
日
か
ら
14
日
ま

で
の
11
日
間
の
会
期
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　

本
定
例
会
に
は
、
平
成
25
年
度

一
般
会
計
予
算
を
は
じ
め
各
会
計

の
新
年
度
予
算
案
９
件
、
平
成
24

年
度
各
会
計
補
正
予
算
案
８
件
、

条
例
案
等
12
件
、
議
員
提
出
議
案

３
件
の
計
32
件
が
上
程
さ
れ
、
慎

重
審
議
の
結
果
、
い
ず
れ
も
可
決

ま
た
は
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

な
お
、
今
回
の
主
な
議
案
と
そ

の
概
要
は
次
の
と
お
り
で
す
。

（
平
成
25
年
度
予
算
は
、特
集
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。）

▼
平
成
24
年
度
三
沢
市
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
６
号
）

　

国
庫
補
助
金
の
決
定
通
知
等
に

基
づ
く
学
校
施
設
環
境
改
善
交
付

金
に
よ
る
岡
三
沢
小
学
校
お
よ
び

第
一
中
学
校
ト
イ
レ
改
修
事
業
な

ら
び
に
東
日
本
大
震
災
復
興
推
進

交
付
金
に
よ
る
基
金
積
立
金
の
予

算
措
置
の
ほ
か
、
国
庫
補
助
事
業

等
の
確
定
に
伴
う
事
業
費
の
減
額

等
や
そ
の
他
の
事
業
費
の
調
整
な

ら
び
に
緊
要
な
一
般
行
政
経
費
の

補
正
。
こ
の
結
果
、
補
正
総
額
は

歳
入
歳
出
と
も
に
９
千
26
万
５
千

円
の
減
額
補
正
で
、
既
定
額
と
の

累
計
で
は
２
２
７
億
３
千
７
２
０

万
円
と
な
っ
た
。

だ り議 会 よ▼本定例会で審議された全議案の議決結果

平
成
25
年
度 

一
般
会
計
予
算
な
ど
32
議
案
を
審
議

平成 25 年第１回定例会

▼
三
沢
市
特
別
職
の
職
員
の
給
料
等

に
関
す
る
条
例
及
び
三
沢
市
教
育
委

員
会
教
育
長
の
給
与
、
勤
務
時
間
等

に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
の
制
定
に
つ
い
て

　

市
長
お
よ
び
副
市
長
な
ら
び
に
教

育
長
の
給
料
月
額
を
引
き
下
げ
、
行

財
政
改
革
の
推
進
を
図
る
た
め
の
も

の
。
平
成
25
年
４
月
１
日
か
ら
平
成

26
年
３
月
31
日
ま
で
の
間
、
市
長
は

10
％
、
副
市
長
は
５
％
、
教
育
長
は

３
％
、
そ
れ
ぞ
れ
給
料
月
額
が
引
き

下
げ
ら
れ
る
。

議案番号 件　　名 議決結果

議案第   1 号 平成 25 年度三沢市一般会計予算

原案可決

議案第   2 号 平成 25 年度三沢市国民健康保険特別会計予算

議案第   3 号 平成 25 年度三沢市食肉処理センター特別会計予算

議案第   4 号 平成 25 年度三沢市農業集落排水事業特別会計予算

議案第    5 号 平成 25 年度三沢市下水道事業特別会計予算

議案第   6 号 平成 25 年度三沢市介護保険特別会計予算

議案第    7 号 平成 25 年度三沢市後期高齢者医療特別会計予算

議案第   8 号 平成 25 年度三沢市水道事業会計予算

議案第   9 号 平成 25 年度三沢市立三沢病院事業会計予算

議案第 10 号 専決処分の承認を求めることについて（平成 24 年度三沢市一般会計補正予算（第５号）） 承　　認

議案第 11 号 平成 24 年度三沢市一般会計補正予算（第６号）

原案可決

議案第 12 号 平成 24 年度三沢市国民健康保険特別会計補正予算（第２号）

議案第 13 号 平成 24 年度三沢市食肉処理センター特別会計補正予算（第３号）

議案第 14 号 平成 24 年度三沢市農業集落排水事業特別会計補正予算（第２号）

議案第 15 号 平成 24 年度三沢市下水道事業特別会計補正予算（第３号）

議案第 16 号 平成 24 年度三沢市介護保険特別会計補正予算（第３号）

議案第 17 号 平成 24 年度三沢市後期高齢者医療特別会計補正予算（第２号）

議案第 18 号 三沢市新型インフルエンザ等対策本部条例の制定について

議案第 19 号 三沢市子ども・子育て会議条例の制定について

議案第 20 号
三沢市特別職の職員の給料等に関する条例及び三沢市教育委員会教育長の給与、勤務時間等に関する条例の一部を改
正する条例の制定について

議案第 21 号 三沢市立児童館設置条例の一部を改正する条例の制定について

議案第 22 号 三沢市ひとり親家庭等医療費給付条例の一部を改正する条例の制定について

議案第 23 号 三沢市寺山修司記念館条例の一部を改正する条例の制定について

議案第 24 号 三沢市都市公園条例の一部を改正する条例の制定について

議案第 25 号 三沢市農業集落排水処理施設条例の一部を改正する条例の制定について

議案第 26 号 三沢市水道事業の設置等に関する条例の一部を改正する条例の制定について

議案第 27 号 上十三地域４消防本部消防通信指令事務協議会の設置について

議案第 28 号 青森県新産業都市建設事業団に委託すべき事業に関する計画の一部変更について

議案第 29 号 市道の路線の認定について

請願第      1 号 米軍及び防衛省発注の基地関連工事等における地元業者の受注拡大に関する意見書の提出を求める請願 採　　択

議員提出議案第 1 号 三沢市議会委員会条例の一部を改正する条例の制定について

原案可決議員提出議案第 2 号 三沢市議会会議規則の一部を改正する規則の制定について

議員提出議案第３号 米軍及び防衛省発注の基地関連工事等における地元業者の受注機会の拡大に関する意見書案の提出について
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▲傍聴席から見た議場の様子

　当市では、これまでも公共施設への英語看板の設置やミス・
ビードル号を活用したモニュメントなどにより三沢らしさを発
信してきている。
　独自の個性や他の自治体にはない特色を創出することは、大
変意義深いことであると認識しており、今後においては、個性
や特色を創り出すために個別の事業ごとに事業費の上積みする
方法や、全体的に個性創出に取り組む方法を含め、検討してい
きたいと考えている。

山　本　弥　一　議員

　「国際文化都市」の建設に向け、道路や公共施
設の整備後において、三沢らしさや文化のかおり
を出すために、整備事業費の１％予算で、シンボ
ルとなるような街づくりが必要と思うが、その取
り組みについて市はどう考えるか？

Ａ

Ｑ

　当市の人口推移については、後期基本計画の各施策を着実に
実施しながら、各種事業を効果的に展開することで人口の減少
をできるだけ抑制し、後期基本計画最終年度の平成 29 年にお
ける目標人口を４万人に設定したところである。
　後期基本計画期間における具体的な取り組みとしては、市営
住宅の建て替え事業や新築リフォーム支援事業をはじめ、子
育て世代に対する支援体制の整備や教育環境の充実など、教
育・福祉に関する施策をこれまで以上に推進するとともに、約
92％が売却済みとなった南ニュータウンに代わる新たな宅地
開発などにも取り組みたいと考えている。

加　澤　　明　　議員

　人口減少の著しい進行が予測される中、南
ニュータウン整備をはじめさまざまな定住化施策
を行ってきたが、これらを踏まえての三沢市総合
振興計画後期基本計画での具体的な取り組みは？

Ａ

Ｑ

　当市では、この機会を捉え、先人記念館においてＮＨＫ大河
ドラマ「八重の桜」と関連した企画展を計画しているところで
あり、情報を大いに発信し、観光施設としての位置付けを確立
していきたいと考えている。
　また、寺山修司没後３０年の企画として、記念イベントや東
京からの観光バスツアーの実施など、観光客誘致に向けた取り
組みを進めていきたいと考えている。
　もとより、三沢市の多くの魅力的・個性的な観光資源を積極
的に活用し、観光地としてのイメージアップを図りながら官民
一体となって観光振興に努めていきたいと考えている。

上記ほか「市内小中学校の体罰について」の質問がありました。

髙　橋　武　志　議員

　寺山修司没後 30 年、三沢空港の路線再開・開設、
先人記念館で見つかったＮＨＫ大河ドラマ「八重
の桜」の会津藩士・山本覚馬の写真などを観光振
興に結び付けていく考えはあるか？

Ａ

Ｑ

※

　この副読本は、学校周辺や三沢市全体の地理、主な産業や人々
の暮らしを守る取り組み、市内の公共施設や郷土の歴史などが
掲載され、補助教材として長年活用されてきている。
　しかし、前回の改訂から約 10 年が経過し、その間、航空科
学館や国際交流教育センターの新設、東日本大震災による津波
被害など社会的に大きな変化があり、改訂を望む声が寄せられ
ていることから、今後、編集委員会を組織し、来年度から２年
間で進めることとしており、その際に三沢基地の歴史や市民と
の関わりなども盛り込んだ内容にしたいと考えている。

太　田　博　之　議員

　これまで発行されてきた三沢市社会科副読本に
は、基地の内容がほとんど記載されていない。基
地と共に繁栄してきた史実や三沢基地の現状など
を子どもたちに正しく教えなければならないと思
うが、副読本の改訂について当局の考えは？

Ａ

Ｑ

　青森県国民健康保険団体連合会の資料によると、全ての医療
品のうち、ジェネリック医療品が 56.6％を占めるなかで、平
成 24 年７月の数量ベースでの利用割合は 29.9％だったが、差
額通知サービス後は 32.41％、金額ベースでは平成 24 年７月
は 12.17％、11 月では 15.03％となっており、利用割合が差
額通知サービス実施後は増加している。
　この結果、確実にジェネリック医薬品に移行している成果が
出ており、医療費の中の薬剤費の削減が図られているものと考
えている。今後も、青森県国民健康保険団体連合会では差額通
知サービスの回数増加などを検討しているとのことであり、国
保連と連携をとり、利用促進に努めていきたいと考えている。

上記のほか「行政問題」「教育問題」の質問がありました。

春　日　洋　子　議員

　ジェネリック医薬品の差額通知サービスが実
施されて１年弱経つが、医療費の削減効果は？

Ａ

Ｑ

※

　市ではこれまで、無料駐車場の設置や市道整備をはじめ、旅
行会社に対する旅行商品造成支援事業や、県とのキャンペーン
活動、チャーター便の誘致事業などを実施している。
　今後は、路線開設・再開となる大阪伊丹線と札幌丘珠線の維
持・存続のため、両路線の利用促進が最優先課題と認識してお
り、関西地域や北海道内においては青森県南・下北地域の観光
資源や三沢空港自体の認知度がまだまだ低いという意見もある
ことから、地元観光資源のＰＲなど、県や関係市町村と連携し
た宣伝誘客事業などに鋭意努力していきたいと考えている。

上記ほか「政治姿勢問題」の質問がありました。

鈴　木　重　正　議員

　三沢空港は、三沢市のまちづくりに重要な役割
を担っており、市はこれまで以上に積極的かつ主
体的に空港の利用促進および活性化に取り組むべ
きと考えるが、これまでの利用促進・活性化に係
る取り組みと今後の具体的な計画は？

Ａ

Ｑ

※

　デマンド型乗合タクシーのメリットとしては、利用者の自宅
や指定場所まで迎えに行く「ドア・ツー・ドア」で対応してい
ることから、利用者が停留所まで移動する必要がないことなど
が挙げらる。一方、デメリットとしては、迂回しながら利用者
を乗せて目的地まで向かうため、時間に余裕のある人でなけれ
ば利用しづらいことや一便の輸送人数が限られることなどが挙
げられる。
　このことから、デマンド型乗合タクシーの導入については、
コミュニティバスのこれまでの取り組みに係る検証作業の中
で、その必要性を検討したいと考えている。

上記ほか「基地問題について」「津波対策について」「除排雪対策
について」の質問がありました。

奥　本　菜保巳　議員

　コミュニティバスからデマンド型乗合タクシー
に切り替えている自治体が増えつつある中、当市
としても導入するべきでは？

Ａ

Ｑ

※

　３月７日、８日の本会議では、８人の議員が
市政に対する一般質問を行いました。
　主な質問項目と、それに対する市側の答弁の
概要は次のとおりです。

一  般  質  問

　京都府綾部市の特別市民制度は、地域への愛着を深めながら、
地域と地場産品の振興を図る観点からも、有効な施策のひとつ
であると考えている。
　なお、三沢市の場合、農水産物などの加工商品が少なく、こ
れを充実させることが喫緊の課題となっている。この制度は、
地場産品の販路確保および拡大につながり、商品開発の動機付
けにもつながるものと考えることから、今後、施策のひとつと
して、調査研究をしていきたいと考えている。

野　坂　篤　司　議員

　京都府綾部市では特別市民制度を創設し、1,600
人の市民以外の特別市民人口を増やしている。市
として三沢の魅力を発信する起爆剤となる特別市
民制度を創設するべきと考えるが当局の考えは？

Ａ

Ｑ

上記のほか「環境問題」「民生問題」「行政問題」の質問がありました。※

上記のほか「農産物加工施設問題」「住宅リフォーム問題」「教育
問題」の質問がありました。

※

傍聴のお願い

　議会では、市民生活に直結した重要な問題が審議されて

います。市民の皆さまが選んだ議員の活動や市政の動きを

知るためにも議会の傍聴にぜひお越しください。

　 な お、 傍 聴 席 は 50

席と数に限りがありま

すので、団体等で傍聴

される方は、事前に議

会事務局までご連絡を

お願いします。

上記のほか「教育問題について」の質問がありました。※

　市議会では、本会議の会議録を定例会、臨時会ごとに発

行しています。市役所本館１階にある情報公開コーナーで

自由に閲覧できますので、ご利用ください。

会議録を閲覧できます

▲情報公開コーナーは市役所本館１階 市民課窓口に設置されています

議会だより

20市役所代表　☎ 53-5111

議会だより

21 広報みさわ　2013・04



委
員
会
報
告
（
要
旨
）

　

本
委
員
会
は
、
去
る
２
月
６
日

に
会
議
を
開
催
し
、
三
沢
基
地
周

辺
対
策
要
望
の
進

し
ん
ち
ょ
く捗

状
況
に
つ
い

て
確
認
し
ま
し
た
。

　

な
お
、24
年
度
の
要
望
項
目
は
、

防
衛
省
所
管
で
は
、
三
沢
飛
行
場

第
２
滑
走
路
の
早
期
着
工
に
つ
い

て
を
は
じ
め
８
項
目
、
総
務
省
所

管
で
は
、
国
有
提
供
施
設
等
所
在

市
町
村
助
成
交
付
金
お
よ
び
施
設

等
所
在
市
町
村
調
整
交
付
金
の
改

善
に
つ
い
て
を
そ
れ
ぞ
れ
要
望
し

て
き
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
先
般
の
会
議
で
は
、

そ
れ
ぞ
れ
の
項
目
が
現
在
ど
の
よ

う
な
状
況
に
あ
る
の
か
を
確
認
し

た
わ
け
で
す
が
、
９
条
交
付
金
に

関
し
て
は
、
前
年
度
と
比
較
し
、

１
４
０
万
円
程
度
の
増
額
と
な
っ

た
こ
と
。

　

集
団
移
転
跡
地
の
有
効
利
用
に

つ
い
て
は
、
東
北
防
衛
局
に
お
い

て
、
市
民
農
園
等
の
基
本
計
画
を

策
定
中
で
あ
る
こ
と
。

　
（
仮
称
）
三
沢
市
国
際
交
流
ス

ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
の
建
設
に
つ
い

て
は
、
来
年
度
の
実
施
設
計
事
業

に
対
す
る
補
助
が
予
定
さ
れ
て
い

る
こ
と
な
ど
、
徐
々
に
で
は
あ
り

ま
す
が
、
要
望
が
進
展
し
た
も
の

も
あ
り
、
こ
れ
ら
は
、
活
動
の
成

果
の
表
れ
と
、
喜
ば
し
く
思
う
と

こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
そ
の
他
の
多

く
の
項
目
に
お
い
て
は
、
現
在
の

と
こ
ろ
具
体
的
な
進し

ん
ち
ょ
く捗

は
見
ら
れ

ず
、
本
委
員
会
と
い
た
し
ま
し
て

も
、
残
念
に
思
う
と
こ
ろ
で
は
あ

り
ま
す
が
、
こ
の
結
果
を
真し

ん
し摯

に

受
け
止
め
、
今
後
に
お
き
ま
し
て

は
、
活
動
方
法
の
検
討
や
要
望
内

容
の
精
査
を
行
い
、
で
き
る
限
り

早
く
、
こ
れ
ら
の
要
望
が
実
現
す

る
よ
う
努
め
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。 委

員
長　

山
本　

弥
一

　

本
委
員
会
は
、
昨
年
12
月
に
開

催
し
た
会
議
に
お
い
て
、
新
エ
ネ

ル
ギ
ー
導
入
に
関
す
る
各
種
事
業

の
計
画
の
現
状
に
つ
い
て
執
行
部

か
ら
説
明
を
受
け
ま
し
た
が
、
そ

の
中
で
も
、
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
設
置

事
業
に
関
心
が
集
ま
っ
た
と
こ
ろ

で
あ
り
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
２
月
21
日
に
会
議
を

開
き
、
こ
の
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
設
置

事
業
計
画
が
、
現
在
ど
の
よ
う
な

状
況
に
あ
る
の
か
、
ま
た
、
今
後

ど
の
よ
う
な
動
き
を
想
定
し
て
い

る
の
か
に
つ
い
て
執
行
部
か
ら
の

説
明
を
受
け
ま
し
た
。

　

説
明
で
は
、
事
業
効
率
あ
る
い

は
実
施
に
係
る
諸
条
件
の
面
に
鑑

み
れ
ば
、
数
カ
所
あ
る
候
補
地
の

中
か
ら
、
平
畑
地
区
の
移
転
跡
地

に
、
20
メ
ガ
ワ
ッ
ト
規
模
の
施
設

を
設
置
す
る
案
が
、
最
も
事
業
効

果
が
高
い
と
考
え
て
い
る
と
の
こ

と
で
あ
り
ま
し
た
が
、
加
え
て
、

こ
の
事
業
の
実
現
に
は
、
移
転
跡

地
を
国
か
ら
借
り
上
げ
る
こ
と
の

了
承
を
得
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ

と
な
ど
、
越
え
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
課
題
が
あ
る
こ
と
も
説
明
が
あ

り
ま
し
た
。

　

こ
の
事
業
は
、
早
期
に
実
現
す

れ
ば
、
本
市
に
と
っ
て
大
き
な
効

果
が
期
待
で
き
る
も
の
と
考
え
ま

す
が
、
そ
の
時
期
を
誤
れ
ば
、
大

き
な
損
失
を
与
え
か
ね
な
い
事
業

で
も
あ
り
、
そ
の
た
め
に
も
精
度

の
高
い
収
支
見
通
し
の
検
証
を
行

う
必
要
が
あ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。

　

私
ど
も
委
員
会
は
、
そ
の
活
動

項
目
の
ひ
と
つ
と
し
て
、
本
市
が

事
業
を
進
め
る
に
あ
た
っ
て
、
国

等
へ
要
望
す
る
必
要
が
あ
れ
ば
、

執
行
部
と
協
調
し
活
動
す
る
こ
と

を
全
会
一
致
で
決
定
し
て
お
り
ま

す
の
で
、
市
が
こ
の
事
業
を
推
進

す
る
こ
と
に
な
れ
ば
、
事
業
実
施

の
障
害
と
な
っ
て
い
る
課
題
の
解

決
に
向
け
て
、
全
力
で
取
り
組
む

所
存
で
あ
り
ま
す
。

　

今
回
の
会
議
で
は
、
メ
ガ
ソ
ー

ラ
ー
設
置
事
業
を
メ
ー
ン
に
協
議

し
ま
し
た
が
、
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

導
入
に
関
し
て
は
、
他
に
も
さ
ま

ざ
ま
な
方
策
が
検
討
さ
れ
て
い
る

よ
う
で
す
の
で
、
本
委
員
会
と
し

て
も
、
本
市
の
地
域
の
特
性
を
生

か
し
、
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
利
点
を

最
大
限
に
活
用
し
た
事
業
展
開
に

つ
い
て
、
今
後
も
検
証
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

委
員
長　

小
比
類
巻　

雅
彦

　３月 14 日の本会議で報告された各
委員会の活動内容などを掲載します。

委員会活動報告 ほか

新
エ
ネ
ル
ギ
ー
導
入
促
進
特
別
委
員
会

基
地
対
策
特
別
委
員
会

　

去
る
２
月
27
日
に
会
議
を
開

き
、
市
内
小
中
学
校
の
通
学
区
域

に
つ
い
て
と
教
職
員
用
パ
ソ
コ
ン

の
導
入
に
つ
い
て
調
査
し
ま
し

た
。

　

１
件
目
の
市
内
小
中
学
校
の
通

学
区
域
に
つ
い
て
は
執
行
部
か

ら
、
学
区
は
規
則
に
よ
り
指
定
さ

れ
て
い
る
が
、
相
応
な
理
由
が
あ

る
場
合
は
、
指
定
変
更
で
き
る
こ

と
。
ま
た
、
そ
れ
に
伴
っ
て
の
各

学
校
の
児
童
生
徒
数
の
現
状
等
に

つ
い
て
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

　

委
員
か
ら
は
、
児
童
数
の
減
少

が
懸
念
さ
れ
る
三
川
目
小
学
校
の

存
続
に
つ
い
て
質
問
が
あ
り
、
こ

れ
に
対
し
て
執
行
部
か
ら
は
、
今

後
の
学
校
運
営
に
つ
い
て
、学
校
、

Ｐ
Ｔ
Ａ
、
地
域
が
協
議
し
、
共

通
理
解
を
図
る
こ
と
が
重
要
で
あ

委
員
長　

瀬
崎　

雅
弘

総
務
文
教
常
任
委
員
会

三
沢
市
議
会
事
務
局

電
話
兼
Ｆ
Ａ
Ｘ
：
53
―
５
５
０
０

Ｅ
メ
ー
ル
：gikai@

city.m
isaw

a.lg.jp

お
問
い
合
わ
せ

お
知
ら
せ

定
例
会
の
開
催
に
つ
い
て

　

次
回
の
定
例
会
は
、
６
月
上
旬

を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　

詳
し
い
日
程
が
決
ま
り
次
第
、

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
ま

す
。

議
会
情
報
に
つ
い
て

　

三
沢
市
議
会
で
は
、
議
会
の
仕

組
み
や
活
動
内
容
を
多
く
の
方
に

知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
、
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
議
会
情
報
を
掲
載
し

て
い
ま
す
。ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

傍
聴
者
数

平
成
25
年
第
１
回
定
例
会

３
月
４
日
㈪　

開　
　

会　

１
人

　
　

７
日
㈭　

一
般
質
問　

23
人

　
　

８
日
㈮　

一
般
質
問　

６
人

　
　

14
日
㈭　

閉　
　

会　

３
人

　
　
　
　
　
　

延
べ
人
数　

33
人

▶
委
員
会
の
会
議
の
様
子

り
、
話
し
合
う
機
会
の
提
供
な
ど

積
極
的
に
支
援
し
て
い
く
考
え
が

示
さ
れ
ま
し
た
。

　

次
に
教
職
員
用
パ
ソ
コ
ン
の
導

入
に
伴
う
運
用
体
制
に
つ
い
て
で

あ
り
ま
す
が
、
執
行
部
の
説
明
で

は
、
昨
年
11
月
末
に
、
市
内
全
小

中
学
校
で
１
教
職
員
に
１
台
が
供

給
済
み
と
の
こ
と
で
あ
り
、
今
後

は
、
教
育
委
員
会
と
プ
ロ
バ
イ

ダ
ー
に
よ
る
二
重
の
ネ
ッ
ト
監
視

体
制
に
よ
り
、
情
報
の
適
正
な
管

理
運
営
を
行
う
と
の
こ
と
で
あ
り

ま
し
た
。

　

委
員
か
ら
は
、
昨
今
の
ネ
ッ
ト

犯
罪
な
ど
の
現
状
を
踏
ま
え
、
管

理
体
制
に
つ
い
て
詳
細
の
再
確
認

が
な
さ
れ
ま
し
た
。

　

地
域
を
取
り
巻
く
教
育
環
境
は

日
々
変
化
し
、
そ
れ
に
伴
う
新
た

な
課
題
、
問
題
も
発
生
し
て
い
ま

す
。
本
委
員
会
と
し
て
も
、
今
後

と
も
必
要
に
応
じ
て
意
見
・
提
言

を
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

　今定例会において、基地対策特別委員会から次の意見書案が提出さ
れ、審議の結果、原案のとおり可決され、送付されました。
提出先　内閣総理大臣、外務大臣、防衛大臣

意見書の提出

米軍及び防衛省発注の基地関連工事等における
地元業者の受注機会の拡大に関する意見書

　三沢市には、米軍及び航空自衛隊が使用する三沢基地が所在しており、
ここから発生する航空機騒音等は、市民生活に大きな苦痛を与えている。
　しかしながら三沢市は、国防の重要性を認識し、三沢基地の安定的運用
に理解を示し、基地との共存共栄を掲げ、米軍・自衛隊と良好な関係を築
き上げてきた。加えてこの相互関係には、これまで基地の存在が、三沢市
に経済的効果をもたらしてきたという歴史があることも、要因の一つとし
て挙げられる。
　今後も、このような良好な関係が継続されることが望ましい姿と考える
が、近年、米軍や防衛省から発注される基地関連工事等を地元業者が思う
ように受注できないことなどから、以前と比較し経済面での効果が薄れて
きているのではないかとの声も聞かれる。
　その受注できない要因には、企業努力が不足しているとの見方もあるが、
最も大きな要因の一つに、高額な履行保証証券（履行ボンド）の存在があ
り、このため、大手企業に比べ資金力の弱い地元の建設業者、保険会社で
は対応が困難で、基地内工事における高額の契約は、大手ゼネコンの寡占
状態となっている。さらには、以前は認められていた共同企業体としての
入札参加資格が、現在は認められないことなども、地元企業の受注機会を
奪う要因となっている。
　よって、国におかれては、このような事情等をご賢察いただき、次の事
項を実現されるよう強く要望する。

記
１　防衛省発注工事の履行ボンド付保割合を、工事額の１０％にしていた
　だきたい。
２　防衛省発注工事への共同企業体による入札参加については、以前、旧
　防衛施設庁において認められていたものと同様に取り扱っていただきた
　い。
３　米軍直接発注工事については、以前は工事案件ごとに個別発注されて
　いたが、現在は工事をまとめて発注する一括発注（契約）方式が主流と
　なっており、このことが履行ボンドの高額化を招き、地元業者の受注機
　会を失する大きな要因となっているため、工事を分離分割して発注して
　いただけるよう、働きかけていただきたい。
以上、地方自治法第９９条の規定に基づき意見書を提出する。

青森県三沢市議会

22市役所代表　☎ 53-511123 広報みさわ　2013・04

議会だより 議会だより



24市役所代表　☎ 53-511125 広報みさわ　2013・04



◀
決
勝
戦
は
３
人
が
同
数
。
む
い
た
身
の
き
れ

　
い
な
浪
岡
尚
子
さ
ん
（
右
か
ら
２
）
が
優
勝

ほっき貝の魅力、存分に味わう１日
三沢ほっきまつり ３月 17 日

　三沢漁港で開かれた、三沢の冬の名物・ほっき貝の魅力を

存分に味わえる祭りに、市内外から多くの人々が訪れました。

　この日のために市漁協が準備したほっき貝は 8.5 トン。

販売コーナー前には早朝からほっき貝を買い求める人々が作

る長蛇の列。炭火で焼いたほっき貝の無料試食コーナーには、

多くの来場者が何度も訪れ、塩味絶妙な熱々のほっき貝をほ

おばる姿が見られました。

　さらに、中身だけでなく貝そのものを楽しむのがこの祭り。

制限時間内に何個のほっき貝から中身を取り出せるかを競う

「ほっきムキムキ大会」には老若男女が参加し、固く口を閉

ざす貝に苦労しながらも熱戦を楽しんでいました。

◀
寄
付
金
は
被
災
地
へ
届
け
ら
れ
る
義
援
金
品

　
な
ど
に
使
わ
れ
る
と
の
こ
と
で
す

小さな手で集めてきた真心の結晶
いちい幼稚園園児が「愛の資金」寄付 ２月 27 日

　いちい幼稚園の園児 37 人が市役所を訪れ、袋や貯金箱、

ペットボトルに貯めた 1 円玉を青森県青少年赤十字「愛の

資金」へ寄付しました。

　このお金は、いちい幼稚園に通う園児たちが保護者協力の

もと、毎日少しずつ集め 1 年間かけて貯めたもの。園児全

員が大きな声で「いちい幼稚園のみんなで集めました。困っ

ている人のために使ってください」と伝えた後、代表園児が

小さな手で寄付金の詰まった袋やペットボトルなどを手渡し

ました。可愛らしい園児たちが一生懸命集め貯めた寄付金を

受け取った宮古民生部長は感謝し、「大切に使わせていただ

きます」と応えました。

地域の特産生かし、企業と商品開発
商業高校生徒が企業と共同で商品開発 ２月 28 日

　地域活性化をテーマに、さまざまな実体験教育に取り組ん

でいる三沢商業高校。今回、商品開発に取り組む３年生 46

人は、ゴボウやリンゴなど青森県の特産品を使った商品を㈱

ファミリーマートと共同で開発。4 つの商品が商品化され、

2 月 26 日から４週間、市内 2 店舗を含む東北六県と新潟

県の約 690 店舗で販売されました。

　この日、生徒らが商品化・発売の報告とともに持参した商

品を試食した種市市長。中でも「ごぼうソースで食べるサラ

ダ」のごぼうソースのおいしさに驚きの表情を見せ、絶賛す

ると、部会を代表して来庁した 3 人の生徒は笑顔を輝かせ

ていました。

◀
開
発
の
中
で
感
じ
た
苦
労
や
楽
し
さ
、
商
品

　
化
さ
れ
た
喜
び
を
報
告
し
た
生
徒
た
ち

◀
「
作
っ
た
料
理
を
食
べ
て
も
ら
え
る
相
手
が

　
い
る
こ
と
は
幸
せ
で
す
」
と
話
す
滝
村
氏
㊨

家族を思い作る「パパ料理」の魅力
子育てパパの幸せ講座 ２月 23 日

　市は男女共同参画を推進する中で、明るい家庭で充実した

毎日を送るには父親が積極的に家事や育児に参加することが

必要と考え、「パパ料理研究家」として知られる滝村雅晴氏

を講師に迎え、総合社会福祉センターで講演会を行いました。

　料理をきっかけに独立起業した滝村氏。趣味の料理から家

族のために作る「パパ料理」に変えたことで自身や家族に生

まれた変化、趣味や健康管理のみならず仕事能力向上や社会

問題対策へつながる「パパ料理」の魅力などをわかりやすく

語りました。家族を、地域を思いやる社会の実現に期待を寄

せる氏の講演に、若い父親など男性を中心に集まった 10 人

の参加者は、真剣な表情で聞き入っていました。

◀
集
中
し
て
最
後
ま
で
諦
め
ず
続
け
て
き
た
会

　
員
の
努
力
を
讃
え
る
石
坂
会
長
㊨

諦めず創作やり遂げた努力を讃えて
三沢市少年少女発明クラブ閉講式 ２月 24 日

　市内の小学校 3 年生から中学校 2 年生までを対象に会員

を募り、毎年活動を続けている三沢市少年少女発明クラブ

は、県立三沢航空科学館を主な会場として、身近にある材料

を使った科学工作や、未来の科学の夢をテーマにした絵画・

作文などの創作活動を実施。1 年間の集大成である完成作品

を、ロボットコンテストなどの各種大会に出展して成果を披

露することで会員のチャレンジ精神を養っています。

　多くの大会で会員が入賞を果たした今年度の活動の締めく

くりとして行われたこの日の閉講式では、同クラブの石坂会

長から、会員約 20 人に修了証が、各種大会入賞者 17 人に

表彰状が手渡されました。

国籍超える氷上のチームワーク
国際子どもアイスフェスティバル ３月９日

　市内小学校と基地内の小学校に通う 74 人の児童が三沢ア

イスアリーナに集まり、日米混合の 8 チームに分かれて氷

上競技を楽しみました。

　行われた競技は、氷上ボウリング、ゴムそりリレーなど 4

種目。防寒具とヘルメットを身に付け、準備を整えた児童た

ちは、ツルツル滑る氷上競技に開始前から興奮気味！　いざ

始まると、リンク内の寒さをものともせず、目を輝かせて走

りまわっていました。また、団体競技で最も大切なチームワー

クは最良のコミュニケーション手段。話す言葉や国籍は違え

ども、喜びや楽しみを分かち合った児童や父母たちは、心ゆ

くまでイベントを楽しみ交流を深めていました。

◀
日
米
混
合
の
チ
ー
ム
で
氷
上
競
技
を
楽
し
む

　
参
加
者
た
ち

※ホームページの「できごと通信」では、さらに多くの出来事を紹介しています！

　▶ http://www.city.misawa.lg.jp/

◀試合終了後、互いの健闘を讃え
　握手を交わす選手

　世界 60 カ国以上で普及し、国内では仙台を中心

とした東北地方で多くの強者が生まれている空道。

会場となった武道館に、三沢支部 23 人を含めた、北海道か

ら宮城県まで約 110 人もの若き拳士が集まり、白熱した戦い

を繰り広げました。

　空道とは、極真空手から発

展し、柔道技も含んだ総合武

道。体の各所に防具を装着し

た選手たちが交わす、頭部へ

の打撃や投げ技など、より多

小さな拳士が繰り広げる
　　  白熱の実践型総合格闘技
北海道・東北ブロック 空道ジュニア選手権大会

３月３日

▼相手を見据え繰り広げる激しい打撃戦

できごと

つうしん

彩で激しく実践的な攻防が特徴です。年齢・体重別のトー

ナメント（一部リーグ戦含む）で争われた 1 試合の時間

は 1 分 30 秒から 2 分。この短時間に打撃や投げなどで

有効ポイントを奪わなければならないため、試合は開始

直後から激しい技の応酬となります。打撃で隙をみせた

瞬間に放たれる投げ技。投げ技に気を取られていると襲

いかかる打撃のラッシュ。繰り出す技の鋭さと真剣な眼
まな

差
ざ

し、勝敗に関わらず対戦相手や審判らへ礼節を尽くす

姿に日頃の厳しい鍛錬の成果を感じました。
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広 告広 告広 告広 告

３日（水）・17 日（水）
５月８日（水）

13 時～ 16 時

９日（火）
13 時～ 16 時

23 日（火）
13 時～ 16 時

８日（月）
10 時～ 15 時

第２・４木
9 時 30 分～ 15 時

18 日（木）
13 時～ 16 時

毎週月～金
9 時～ 16 時

毎週月～金
9 時～ 16 時 30 分

毎週月～金
9 時～ 17 時

随時
電話相談可

毎週月～金
9 時～ 16 時 30 分

毎週月～金
9 時～ 16 時

毎週火
10 時～ 15 時

毎週月～金
9 時～ 16 時 30 分

毎週土
9 時～ 11 時 30 分

毎週月～金
8 時 15 分～ 16 時

 

わ
か
り
や
す
い
音
楽
会

今
回
は
「
笛
」
特
集
‼

　

身
近
に
あ
る
い
ろ
い
ろ
な
も
の

で
笛
を
吹
い
て
み
よ
う
。
フ
ル
ー

ト
奏
者
が
教
え
る
ミ
ニ
ミ
ニ
レ
ッ

ス
ン
も
あ
る
よ
‼

と　

き　

4
月
14
日
㈰
11
時
～

と
こ
ろ　

ス
カ
イ
プ
ラ
ザ
ミ
サ
ワ

入
場
料　

無
料

▼
問　

ミ
セ
ス
・
ビ
ー
ド
ル

　
　
　
　
　
（
☎
53
ー
１
３
９
５
）

 

病
院
ハ
ー
ト
フ
ル
コ
ン
サ
ー
ト

春
誘
う
美
し
い
歌
声

と　

き　

４
月
21
日
㈰
16
時
～

と
こ
ろ　

三
沢
病
院
１
階
ロ
ビ
ー

出　

演　

セ
フ
ィ
ロ
／
そ
よ
風

曲　

目　

木
崎
野
絵
巻
歌
、
春
、

　
　
　
　

ミ
ス
・
ビ
ー
ド
ル
号

　
　
　
　
　
　

翔
び
上
が
れ　

他

▼
問　

ハ
ー
ト
フ
ル
コ
ン
サ
ー
ト

実
行
委
員
会　

成
田

　
　
　
　
　
（
☎
52
ー
６
０
９
７
）

 

航
空
科
学
館
イ
ベ
ン
ト
情
報

科
学
館
工
作
屋
台
広
場

　

４
月
15
日
～
21
日
の
科
学
技
術

週
間
に
合
わ
せ
、
た
く
さ
ん
の
工

作
を
体
験
し
て
み
よ
う
！

と　

き　

４
月
20
日
㈯
・
21
日
㈰

　
　
　
　
　
　
　
　

９
時
～
16
時

　
　
　
　
（
最
終
受
付
15
時
30
分
）

と
こ
ろ　

特
別
展
示
室
ほ
か

参
加
料　

50
円
～
３
０
０
円

▼
申
問　

県
立
三
沢
航
空
科
学
館

　
　
　
　
　
（
☎
50
ー
７
７
７
７
）

 

桜
と
温
泉
祭
り

温
泉
に
出
か
け
ま
せ
ん
か
？

　

植
木
市
や
カ
ラ
オ
ケ
大
会
、
ベ

リ
ー
ダ
ン
ス
シ
ョ
ー
な
ど
を
開

催
！
午
前
と
午
後
の
先
着
１
０
０

人
に
、
つ
き
た
て
お
餅
の
お
汁
粉

と
温
泉
玉
子
を
無
料
配
布
。

と　

き　

４
月
29
日
㈪
㈷

　
　
　
　
　
　

９
時
30
分
～
17
時

と
こ
ろ　

市
民
の
森
温
泉
浴
場

▼
問　

市
民
の
森
老
人
福
祉
セ
ン

タ
ー
（
☎
59
ー
２
２
４
６
）

 

市
民
の
森
親
子
ふ
れ
あ
い
デ
ー

体
験
通
し
て
親
子
楽
し
む
ひ
と
時

　

春
空
泳
ぐ
鯉
の
ぼ
り
の
下
、
昔

懐
か
し
の
玩
具
作
り
体
験
や
ゴ
ー

カ
ー
ト
、
凧
揚
げ
な
ど
で
親
子
ふ

れ
あ
う
楽
し
い
ひ
と
時
を
。

と　

き　

４
月
29
日
㈪
㈷

　
　
　
　
　
　
　
　

９
時
～
15
時

と
こ
ろ　

市
民
の
森
総
合
運
動
公
園

※
当
日
は
小
規
模
出
店
あ
り
ま
す

▼
問　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
マ
ン
・
パ

ワ
ー
（
☎
57
ー
２
３
２
２
）

 

み
さ
わ
桜
ま
つ
り

ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
で
夜
桜
鑑
賞

点
灯
期
間　

４
月
中
旬
～

　
　
　
　
　
　
　

５
月
６
日
㈪
㈷

点
灯
時
間　

18
時
～
21
時

と
こ
ろ　

中
央
公
園

※
４
月
27
日
㈯
に
オ
ー
プ
ニ
ン
グ

　

イ
ベ
ン
ト
と
点
灯
式
を
開
催

▼
問　

㈳
三
沢
市
観
光
協
会

　
　
　
　
　
（
☎
59
ー
２
３
１
１
）

 

緑
の
募
金
に
ご
協
力
を

緑
あ
ふ
れ
る
ふ
る
さ
と
の
た
め
に

　

皆
さ
ま
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
ご
厚

意
は
、
豊
か
な
自
然
を
広
げ
る
活

動
に
活
用
さ
れ
ま
す
。
緑
あ
ふ
れ

る
ふ
る
さ
と
を
創
っ
て
い
く
た
め

に
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

期　

間　

５
月
31
日
㈮
ま
で

※
個
人
の
募
金
は
街
頭
（
４
月
29

　

日
予
定
）
ま
た
は
公
園
緑
化
公

　

社
で
随
時
受
付
。団
体
は
職
場
、

　

学
校
な
ど
で
お
願
い
し
ま
す
。

▼
申
問　

三
沢
市
公
園
緑
化
公
社

　
　
　
　
　
（
☎
51
ー
２
８
２
０
）

Ｎ
Ｔ
Ｔ
東
日
本
の
電
話
帳
を
発
行

現
在
お
使
い
の
電
話
帳
を
回
収

　

４
月
中
に
新
し
い
電
話
帳
を
各

ご
家
庭
や
事
業
所
へ
お
届
け
し
ま

す
。
現
在
の
電
話
帳
は
、
そ
の
際

に
配
達
員
へ
お
渡
し
く
だ
さ
い
。

　

ご
不
在
の
場
合
は
、
ご
連
絡
い

た
だ
け
れ
ば
、回
収
に
伺
い
ま
す
。

▼
問　

タ
ウ
ン
ペ
ー
ジ
セ
ン
タ

（
☎
０
１
２
０
ー
５
０
６
ー
３
０
９
）

 

屋
内
温
水
プ
ー
ル
の
臨
時
休
館

清
掃
の
た
め
ご
利
用
で
き
ま
せ
ん

　

清
掃
と
水
の
入
れ
替
え
の
た

め
、
ご
利
用
で
き
ま
せ
ん
。

期　

間　

４
月
８
日
㈪
～
12
日
㈮

▼
問　

屋
内
温
水
プ
ー
ル

　
　
　
　
　
（
☎
59
ー
３
８
５
０
）

 

歴
史
民
俗
資
料
館

 

開
館
時
間
が
変
わ
り
ま
し
た

開
館
時
間　

９
時
～
16
時

休
館
日　

毎
週
月
曜
日

　
　
　
　
（
祝
日
の
場
合
は
翌
日
）

 
説
明
員
を
配
置
し
ま
し
た

　

展
示
を
ご
説
明
し
ま
す
。

▼
問　

生
涯
学
習
課

　
　
　
　
　
　
　
（
内
線
３
８
６
）

 

図
書
館
か
ら
の
お
知
ら
せ

 

語
り
聞
か
せ
（
は
ま
な
す
の
会
）

　

小
学
生
ま
で
を
対
象
に
語
り
聞

か
せ
を
し
ま
す
。

と　

き　

４
月
13
日
㈯
10
時
～

と
こ
ろ　

３
階
第
１
会
議
室

 

図
書
館
シ
ネ
マ
（
上
映
会
）

タ
イ
ト
ル　
「
森 

大
地
を
つ
つ
む

　
　
　
　
　
　
　
　

 

緑
の
物
語
」

と　

き　

４
月
13
日
㈯
13
時
～

と
こ
ろ　

３
階
第
１
会
議
室

春
の
お
は
な
し
会

テ
ー
マ　
「
ほ
ん
は
と
も
だ
ち

　

よ
う
こ
そ　

と
し
ょ
か
ん
へ
」

と　

き　

４
月
20
日
㈯
10
時
30
分
～

と
こ
ろ　

１
階
こ
ど
も
室

館
長
＆
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ア
ン
ト
ー
ク

テ
ー
マ　

２
０
１
３
年
の

　
　
　
　
　

本
屋
大
賞
に
つ
い
て

と　

き　

４
月
25
日
㈭
13
時
30
分
～

と
こ
ろ　

玄
関
ア
プ
ロ
ー
チ

※
参
加
料
は
全
て
無
料
で
す
。

▼
申
問　

図
書
館

　
　
　
　
　
（
☎
53
ー
６
０
４
０
）

●法律相談（法テラス青森主催）
問 法テラス青森（☎ 050-3383-5552）
場 市民相談室　※要電話予約・先着６名・受付条件あり

●法律相談（社会福祉協議会主催）
問 場 社会福祉協議会（☎ 52-3270）
※要電話予約・先着６名

●法律相談（市主催）
問 広報広聴課（内 345）
場 市民相談室　※要電話予約・先着６名

●人権・行政相談
問 広報広聴課（内 345）
場 市民相談室

●人権・困り事相談
問 人権・困り事相談所（☎ 52-7083）
場 市民活動ネットワークセンターみさわ（旧ふれあいの館）

●創業・起業相談（21 あおもり産業総合支援センター主催）
問 産業政策課（内 224）
場 市役所別館２階  図書室　※要電話予約

●教育相談
問 場 国際交流教育センター内教育相談室（☎ 53-6060）

●家庭児童・婦人相談
問 場 家庭福祉課（内 381）

●育児・子育て支援相談
問 場 三沢地域子育て支援センター（☎ 53-1176）
問 場 ぴこりんパーク（☎ 53-7772）

●育児・子育て支援相談
問 場 みさわファミリーサポートセンター（☎ 50-1518）

●消費者生活相談
問 県消費生活センター八戸相談室（☎ 0178-27-3381）

●警察安全相談
問 三沢警察署総務課（☎ 53-3145　内 217）

●犯罪被害者支援相談
問 青森県地方検察庁被害者ホットライン

（☎ 017-722-1234）

●がん・緩和ケア・医療相談
問 場 三沢市立三沢病院地域医療連携室内

（☎ 51-1375）

●介護・福祉相談
問 場 三沢市立三沢病院地域医療連携室内（☎ 51-1375）

 

極
真
空
手
　
体
験
入
門

見
学
も
大
歓
迎
で
す
！

と　

き　

４
月
の
毎
週
㈭

　
　
　
　
　
　

19
時
～
20
時
30
分

と
こ
ろ　

武
道
館

対　

象　

５
歳
以
上

参
加
料　

無
料

▼
問　

極
真
会
館
三
沢
道
場

（
☎
０
９
０
ー
２
６
０
８
ー
９
０
１
２
）

 

普
通
救
命
講
習
会

い
ざ
と
い
う
と
き
の
た
め
に

と　

き　

４
月
28
日
㈰
９
時
～
12
時

と
こ
ろ　

消
防
本
部
２
階
講
堂

定　

員　

30
人
（
先
着
順
）

内　

容　

成
人
の
心
肺
蘇
生
法
や

　
　
　
　

Ａ
Ｅ
Ｄ
の
使
用
方
法
、

　
　
　
　

異
物
除
去
法
な
ど

受
講
料　

無
料

▼
申
問　

消
防
署
救
急
係

（
☎
54
ー
４
２
１
２
内
線
２
１
８
）

 

早
朝
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
教
室

朝
の
運
動
で
心
も
体
も
健
康
に

と　

き　

５
月
13
日
㈪
～
９
月
30

　
　
　
　

日
㈪
の
毎
週
㈪
㈬
㈮

　
　
　
　
　
　
　
　

６
時
～
７
時

と
こ
ろ　

公
会
堂
か
ら
４
㎞
コ
ー
ス

定　

員　

40
人
程
度

参
加
料　

無
料

申
込
締
切　

４
月
30
日
㈫

▼
申
問　

市
民
ス
ポ
ー
ツ
課

　
　
　
　
　
　
　
（
内
線
３
７
２
）

 

市
民
大
学
趣
味
講
座

受
講
生
を
募
集
し
ま
す

 

教
養
教
室
（
18
歳
以
上
）

　

陶
芸
・
能
面
・
木
彫
・
太
極
拳
・

　

川
柳

 

高
齢
者
ク
ラ
ブ
（
60
歳
以
上
）

　

生
け
花
（
４
ク
ラ
ブ
）・
書
道
・

　

茶
道
・
詩
吟
・
日
舞
・
水
墨
画
・

　

短
歌
・
俳
句
・
民
謡
舞
踊

定　

員　

各
20
人（
能
面
は
10
人
）

受
講
料　

無
料
（
材
料
は
自
費
）

受
付
期
間　

４
月
20
日
㈯

　
　
　
　
　
　
　
　

13
時
30
分
～

 

合
同
開
講
式
・
開
講
記
念
講
演

と　

き　

４
月
20
日
㈯
14
時
～

と
こ
ろ　

公
会
堂
３
階　

集
会
室

演　

題　

　
　
「
今 

方
言
が
面
白
い
っ
！
」

講　

師　

八
戸
市
公
民
館
長　
　

　
　
　
　
　
　
　

柾
谷
伸
夫　

氏

▼
申
問　

公
会
堂

　
　
　
　
　
（
☎
53
ー
８
７
１
１
）

 

手
弁
当
ま
な
び
講
座

講
師
を
募
集
し
ま
す

　

報
酬
が
無
く
と
も
、
自
分
の
知

識
や
経
験
を
生
か
し
て
講
座
を
開

き
た
い
方
は
、ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

と　

き　

７
月
～
12
月
頃

と
こ
ろ　

公
会
堂

申
込
締
切　

４
月
29
日
㈪
㈷

▼
申
問　

公
会
堂

　
　
　
　
　
（
☎
53
ー
８
７
１
１
）
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講
座 

教
室

講
座 

教
室

講
座 

教
室

・・・

お
知
ら
せ

お
知
ら
せ

お
知
ら
せ

催 
し

催 
し

催 
し

問い合わせ先　　申し込み先　　開催場所問 場申

募 

集

募 

集

募 

集



広 告広 告

 

基
地
見
学
バ
ス
ツ
ア
ー

フ
ラ
イ
デ
ー
ツ
ア
ー
参
加
者
募
集

　

消
防
隊
、
Ｆ
16
戦
闘
機
、
空
軍

放
送
局
、
統
合
ク
ラ
ブ
、
室
内
遊

技
場
な
ど
の
中
か
ら
毎
月
１
カ
所

を
見
学
し
ま
す
。

と　

き　

４
月
19
日
、
５
月
17
日

　
　
　
　

６
月
21
日
、
７
月
19
日

　
　
　
　

８
月
23
日
の
金
曜
日

　
　
　
　
　
　

９
時
～
10
時
30
分

定　

員　

各
回
30
人
（
先
着
順
）

参
加
料　

無
料

申
込
方
法　

氏
名
、
年
齢
、
職
業
、

　
　
　
　
　

住
所
、
電
話
番
号
を

　
　
　
　
　

電
話
で
お
知
ら
せ
く

　
　
　
　
　

だ
さ
い
。

申
込
締
切　

各
開
催
日
の
10
日
前

※
当
日
は
８
時
40
分
ま
で
に
ス
カ

　

イ
プ
ラ
ザ
ミ
サ
ワ
１
階
ホ
ー
ル

　

へ
集
合
し
て
く
だ
さ
い
。

※
米
軍
の
都
合
で
変
更
・
中
止
す

　

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

※
９
月
以
降
の
開
催
日
は
未
定
。

▼
申
問　

中
心
市
街
地
活
性
化
推

進
室
（
☎
51
ー
１
７
１
２
）

 

三
沢
市
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
協
会

会
員
を
募
集
し
ま
す

　

ぜ
ひ
一
度
、
見
学
に
お
い
で
く

だ
さ
い
！

と　

き　

毎
週
㈮
10
時
～
12
時

と
こ
ろ　

中
央
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー

会　

費　

月
５
０
０
円

▼
申
問　

三
沢
市
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン

ス
協
会　

山
村

　
　
　
　
　
（
☎
59
ー
２
５
６
４
）

 

ひ
だ
ま
り
サ
ロ
ン

協
力
者
を
募
集
し
ま
す

　

自
慢
の
作
品
や
歌
声
を
披
露
し

て
み
ま
せ
ん
か
？

と
こ
ろ　

公
会
堂
メ
イ
ン
ロ
ビ
ー

申
込
締
切　

４
月
29
日
㈪
㈷

▼
申
問　

公
会
堂

　
　
　
　
　
（
☎
53
ー
８
７
１
１
）

 

図
書
館
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
を
お
手
伝
い
し
ま
せ
ん
か
？

　

ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
や
本
の
整

理
、
環
境
整
備
、
読
み
聞
か
せ
な

ど
を
お
手
伝
い
し
て
く
だ
さ
る
方

を
募
集
し
ま
す
。

　

興
味
の
あ
る
方
は
、
ぜ
ひ
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
申
問　

図
書
館

　
　
　
　
　
（
☎
53
ー
６
０
４
０
）

 

子
ど
も
・
子
育
て
会
議

委
員
を
募
集
し
ま
す

　

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
事
業
計

画
に
つ
い
て
ご
意
見
を
い
た
だ

き
、
計
画
や
関
係
施
策
の
実
施
状

況
な
ど
を
調
査
・
審
議
し
て
い
た

だ
く
委
員
を
募
集
し
ま
す
。

任　

期　

平
成
27
年
３
月
末
ま
で

対　

象　

市
内
に
在
住
し
て
い
る

　

▼
子
育
て
中
の
保
護
者

　

▼
子
育
て
に
関
す
る
仕
事
に
従

　
　

事
し
た
こ
と
の
あ
る
方

募
集
人
数　

３
人
程
度

応
募
締
切　

４
月
22
日
㈪

※
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
た
は
家
庭

　

福
祉
課
備
え
付
け
の
応
募
用
紙

　

に
必
要
事
項
を
明
記
の
上
、
持

　

参
・
郵
送
で
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

※
選
考
結
果
は
応
募
者
全
員
に
お

　

知
ら
せ
し
ま
す
。

▼
申
問　

家
庭
福
祉
課

　
　
　
　
　
（
☎
51
ー
８
７
７
２
）

〒
０
３
３
ー
８
６
６
６

　
　
　

三
沢
市
幸
町
３
ー
11
ー
５

（
独
）
国
際
協
力
機
構(

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ)

青
年
・
シ
ニ
ア
海
外
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　

開
発
途
上
国
（
約
70
カ
国
）
の

人
々
と
共
に
生
活
し
、
相
互
理
解

を
図
り
な
が
ら
、
技
術
や
経
験
を

生
か
し
て
人
々
の
自
助
努
力
を
促

進
す
る
「
青
年
海
外
協
力
隊
」
お

よ
び
「
シ
ニ
ア
海
外
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
」
の
参
加
者
を
募
集
し
ま
す
。

　

応
募
期
間
中
は
説
明
会
も
開
催

し
て
い
ま
す
。
詳
し
く
は
、
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

対　

象

青　

年　

満
20
～
39
歳
の
日
本
人

シ
ニ
ア　

満
40
～
69
歳
の
日
本
人

応
募
締
切　

５
月
13
日
㈪

▼
申
問　

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
東
北

（
☎
０
２
２
ー
２
２
３
ー
４
７
７
２
）

 

ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
み
さ
わ

平
成
25
年
度
会
員
を
募
集
し
ま
す

　

サ
ッ
カ
ー
、
カ
ヌ
ー
、
ボ
ウ
リ

ン
グ
、
ス
キ
ー
な
ど
（
初
回
は
レ

ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
教
室
）

期　

間　

４
月
20
日
～
翌
年
２
月

　
　
　
　

末
ま
で
の
毎
月
２
回
㈯

　
　
　
　
　
　
　
　

10
時
～
12
時

と
こ
ろ　

淋
代
団
体

　
　
　
　
　

活
動
セ
ン
タ
ー　

他

対　

象　

小
学
生
以
上

会　

費　

１
年　

４
０
０
０
円

　
　
　
　

半
年　

２
０
０
０
円

保
険
料　

小
学
生　

８
０
０
円

　
　
　
　

大
人　

１
８
５
０
円

※
市
民
ス
ポ
ー
ツ
課
備
え
付
け
の

　

申
込
用
紙
に
記
入
し
、
会
費
と

　

保
険
料
を
添
え
て
直
接
持
参
で

　

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

▼
申
問　

市
民
ス
ポ
ー
ツ
課

　
　
　
　
　
　
　
（
内
線
３
７
３
）

み
ち
の
く
・
ふ
る
さ
と
貢
献
基
金

助
成
事
業
募
集

　

県
内
の
個
人
、
団
体
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ

法
人
、企
業
な
ど
が
地
域
の
発
展
、

地
域
貢
献
に
役
立
て
る
た
め
に
地

域
資
源
を
活
用
・
創
造
す
る
活
動

や
、
健
康
増
進
、
医
療
、
福
祉
、

環
境
に
関
連
す
る
活
動
に
対
し
、

必
要
な
費
用
を
助
成
し
ま
す
。

助
成
金　

必
要
費
用
以
内
で

　
　
　
　
　
　
　
　

１
０
０
万
円

応
募
締
切　

６
月
30
日
㈰

※
財
団
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ

　

ン
ロ
ー
ド
し
た
申
請
書
に
記
入

　

し
、郵
送
で
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

▼
申
問　

公
益
財
団
法
人
み
ち
の

く
・
ふ
る
さ
と
貢
献
基
金
事
務
局

（
☎
０
１
７
ー
７
７
４
ー
１
１
７
９
）

〒
０
３
０
ー
８
６
２
２

　
　
　

青
森
市
勝
田
１
ー
３
ー
１

h
ttp

://w
w

w
.m

ich
in

o
ku

-
furusato.or.jp

　水中で正しい基本歩行を習得して、効率よく脂肪を燃焼！
日　時　４月３日～６月 26 日の毎週水曜日（全 12 回）
　　　　14:00 ～ 15:00
場　所　屋内温水プール
対象者　性別・年齢は問いません
受講料　無料（施設使用料は別途必要）
定　員　200 人（先着順）
参加料　無料
※健康管理カードは温水プールが用意します。

★申し込み・問い合わせ先　屋内温水プール（☎ 59-3850）

SPORTS　チャレンジ！市民ひとり一芸一スポーツ

水中基本歩行教室

　アフタービクスは、産後１カ月から始めるボディエクササ
イズ。産後の機能回復、早期の体力回復、体型の改善など
を目的に筋力トレーニングとエアロビクスをミックスしたト
レーニング方法です。

日 時　５月９日（木）、16 日（木）、
　　　　　22 日（水）、29 日（水）
　　　　　10:00 ～ 11:30（全４回）
場 所　総合体育館　武道場
対 象 者　出産後２カ月～３年までのママさん（子連れ可）
定 員　15 人（先着順）
受 講 料　1,000 円（体育館使用料、保険料含む）
申込締切　５月２日（木）17:00
※当日は運動しやすい服装で、室内シューズ、汗拭きタオル、
　水分補給用ドリンクをご準備ください。

★申し込み・問い合わせ先　総合体育館（☎ 53-1218）

EVENT　チャレンジ！市民ひとり一芸一スポーツ

アフタービクス講座　～ママのためのエクササイズ～
期　間　12 月末頃まで
場　所　四川目ふるさと広場内
利用料　無料
使用上の注意
▶狂犬病予防注射と混合ワクチンを接種済みの犬以外はご利
　用できません。
▶中学生以下は保護者同伴でご利用ください。
　（※５歳以下の乳幼児は入場できません）
▶広場内での犬のブラッシング、シャンプーは禁止です。
▶犬のふんは飼い主が必ず持ち帰ってください。
▶公園内でのトラブルは当事者同士で解決してください。
▶ドッグラン区域以外への犬の立ち入りはできません。

★問い合わせ先　三沢市公園緑化公社（☎ 51-2820）

INFORMATION
四川目ドッグランがオープンしました

　乗馬やカントリーダンス体験、おもしろ工作などさまざま
な体験を通して、参加者同士のふれあいと友情を深めよう！
日 時　５月 11 日（土）～ 12 日（日）の１泊２日
場 所　公立小川原湖青年の家、十和田乗馬倶楽部
参加対象　小１～中学生
定 員　45 人（先着順）
参 加 料　3,000 円
持 ち 物　内履き、洗面・入浴道具、
　　　　　着替え、雨具（かっぱ）
申込締切　５月２日（木）

★申し込み・問い合わせ先
　公立小川原湖青年の家（☎ 56-2393）

EVENT
わんぱく友情のつどい

　アウトドアシーズン到来！　小川原湖畔キャンプ場と三沢
オートキャンプ場が５月１日からオープンします！
　皆さまのご利用を心よりお待ちしています。
利用料　キャンプ場１サイト　  2,100 円～
　　　　コテージ１棟　　　　10,000 円
※詳しくは、お問い合わせください。

★問い合わせ先　小川原湖畔キャンプ場（☎ 59-2830）
　　　　　　　　三沢オートキャンプ場（☎ 59-3311）

INFORMATION
小川原湖畔キャンプ場・
　　三沢オートキャンプ場が５月１日オープン

日　時　５月３日（金・祝）17:00 ～（開場 16:30）
場　所　公会堂　大ホール
曲　目　平成 25 年度課題曲、ポップス　ほか
入場料　無料

★問い合わせ先
　青森県立三沢商業高等学校　吹奏楽部（☎ 53-2880）

CONCERT
三沢商業高等学校吹奏楽部 スプリングコンサート

Fly away　～僕等の出発～
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　４月７日から 14 日までの期間、「春の火災
予防運動」が実施されます。
　この運動は、空気が乾燥し、火災の起こり
やすい時季を迎えるにあたり、火災の予防に
ついて考え、大切な命、財産の損失を防ぐこ
とを目的として毎年行われています。
　火災は、ちょっとした不注意から起こりま
す。あなたのお宅の防火対策について話し
合ってみてはいかがでしょうか。

三沢市消防本部防火標語「再確認　心の中の　警報器」
全国統一防火標語「消すまでは　出ない行かない　離れない」

★問い合わせ先　消防本部予防課（☎ 54-4279）

講　座・講　師 開　設　日　時 講師から一言 費用・定員

英会話講座
クリスティン・バウン  講師

毎週火曜日 10:00 ～ 12:00
4/16,23,30,5/7,14,21,28,6/4,11,18　計 10 回

実際に使える英語を学びます。初心者も
歓迎します。

受講料 3,000 円
定員 20 人

英語初級講座
田中  多恵子  講師

毎週火曜日 18:00 ～ 20:00
4/16,23,30,5/7,14,21,28,6/4,11,18 　計 10 回

中学校２年程度の英会話、英文法、英語
の歌などをバラエティ豊かに学びます。

受講料 3,000 円
定員 20 人

英会話中級講座
ベティ・ゼティカー  講師

毎週火曜日 18:00 ～ 20:00
4/16,23,30,5/7,14,21,28,6/4,11,18 　計 10 回

もう一歩進んだコミュニケーションを望
んでいる人が対象です。

受講料 3,000 円
定員 20 人

サバイバルジャパニーズ講座
アトキンソン  みゆき  講師  

毎週金曜日 10:00 ～ 12:00
4/19,26,5/10,17,24,31,6/7,14,21,28   計 10 回

日本文化などを紹介しながら基本的表現
を学びます。（託児あります※要予約）

受講料 3,000 円
定員 20 人（外国人対象）

中級日本語講座
アトキンソン  みゆき  講師

毎週火曜日 18:00 ～ 20:00
4/16,30,5/7,21,6/4,18　　　　　　     計６回

市内在住の外国人が対象の講座です。
日常基礎会話（中級）を中心に学びます。

受講料 1,800 円
定員 20 人（外国人対象）

ハングル講座（初級）
全  昇大（ジョン  スンデ）  講師

毎週水曜日 18:00 ～ 20:00
4/17,24,5/1,8,15,22,29　　　　　　   計７回

韓国の文化などを紹介しながら、基本表
現や読み書きの練習をします。

受講料 2,100 円
定員 20 人

中国語講座（初級）
原  麗紗  講師

毎週月曜日 10:00 ～ 12:00
4/15,22,5/13,20,27,6/3,10　　　　　 計７回

わかりやすく、楽しく中国語を学びます。
授業は日本語です。

受講料 2,100 円
定員 20 人

申込方法　電話、ＦＡＸまたはＥメールで希望する講座名、住所、氏名（ふりがな含む）、電話番号をご連絡ください。
申込締切　４月 12 日（金）※定員に達し次第、申込受付を終了します。
※受講料は、講座初日に現金でお支払いください。受講者の事情により講座を休んだり、途中で受講をやめた場合は返金できません。
※諸事情により、上記の日程や講師が変更になる場合があります。
★申し込み・問い合わせ先　みさわ国際交流協会〔国際交流教育センター内〕（☎ 51-1349）
　　　　　　　　　　　　　FAX  51-1211　Ｅメール　kokusai@city.misawa.lg.jp

LECTURE
語学講座のご案内
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３つの習慣
①寝たばこは絶対にやめる。

②ストーブは、燃え

　やすい物から離れ

　た位置で使用する。

③ガスコンロなどの

　そばを離れるとき

　は、必ず一度、火

　を消す。

４つの対策
①逃げ遅れを防ぐために、住宅用火災警報器を設置する。

②寝具や衣類からの火災を防ぐために防炎製品を使用する。

③火災を小さいうちに消すため住宅用消火器を設置する。

④お年寄りや体の不自由な人を火災から守るために、隣近

　所の協力体制をつくる。

住宅防火  いのちを守る７つのポイント

ワンポイント消防

住宅用火災警報器を寝室や階段に設置していないご家庭は早急
に設置しましょう。　　　　　　　　　　　　消防本部予防課

　これまで、ＢＣＧの定期予防接種の対象者は「生後６カ月
まで」の幼児でしたが、「予防接種法施行令の改正により、「生
後１歳」の乳児まで対象が拡大されます。
　標準的な接種期間は生後５カ月～８カ月となりますので、
この期間に接種するようにしましょう。

MEDICAL  INFORMATION
結核 (BCG) 予防接種の対象者が拡大されます

　未熟児養育医療給付の新規申請、継続申請窓口が、上十三
保健所から健康推進課（保健相談センター）に変わりました。
　適用条件や申請方法など、申請にかかる手続きでご不明な
点がありましたら、お気軽にお問い合わせください。

MEDICAL  INFORMATION
未熟児養育医療の給付申請窓口が
　　　　　　保健相談センターに変わりました

未熟児養育医療給付金

春の火災予防運動
住宅火災を防ぎましょう

　障害者の就労訓練を実施している事業者の実習先として公
園整備作業などの実習を受け入れます。次の基準を満たし、
受け入れを希望する事業者は都市整備課までご連絡ください。
受入基準　▶市内に事業所がある
　　　　　▶市内に住所を持つ実習者を有する
　　　　　▶障害者自立支援法に基づく障がい福祉サービス
　　　　　　事業の設備および運営に関する基準に基づき運
　　　　　　営をしている
　　　　　▶実習中に指導員が付き添える
実  習  先　三沢市公園緑化公社
実習内容　公園整備作業、環境美化作業
※申込数などにより作業時間を調整します。

★申し込み・問い合わせ先　都市整備課（内線 270）

INVITE
障害者福祉事業者の実習作業を受け入れます

　子宮頸がん予防ワクチン・ヒブワクチン・小
児用肺炎球菌ワクチンが、予防接種法に基づく
定期接種として４月から新たに実施されます。
　これまで通り無料で接種できますが、指定以
外の医療機関で接種を受ける場合は、「予防接種
実施依頼書」の交付を受けなければ接種費用の払い戻しが受
けられなくなりますので、ご注意ください。
　詳細については、ホームページなどでお知らせします。

MEDICAL  INFORMATION
子宮頸がん等予防ワクチンが
　　　　４月から定期接種として実施されます

★問い合わせ先　健康推進課（☎ 57-0707）

まちおこし団体が集まるイベントのお手伝
いをしませんか？
　「2013 年 北海道・東北Ｂ－１グランプ
リ in 十和田」で一緒にイベントの運営に
携わり、主催者の一員として、まちおこし
に関わっていただけるボランティアスタッ
フを募集しています。

日 　 時　９月７日（土）、８日（日）8:30 ～ 16:30
　　　　　　（※活動時間は目安です）
活動内容　出展団体の補助、会場案内、交通誘導、清掃など
対 　 象　高校生以上（高校生は保護者の承諾が必要）
申込方法　事務局備え付けの申込書に必要事項を記入の上、
　　　　　持参、郵送または E メールでお申し込みください。
申込締切　６月 30 日（日）

※イベント当日は、ユニフォームと
　昼食を用意します。
※申込者に対しては、後日、説明会
　を開催します。

★申し込み・問い合わせ先
　2013 北海道・東北Ｂ－１グランプリ in 十和田実行委員会
　事務局〔十和田市商工会館内〕（☎ 24-1635）

INVITE
2013 北海道・東北Ｂ－１グランプリ in 十和田

ボランティアスタッフを募集します

母子保健法に基づく医療給付制度。
市内に住所がある１歳未満の未熟児で、
医師が指定養育医療機関への入院養育が
必要と認めた場合、その養育医療費を公
費で負担（保険適用分のみ）し、給付し
ます。ただし、未熟児の扶養義務者の世
帯所得に応じた一部負担金があります。
※詳しくは、お問い合わせください。
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今 を 変 え れ ば 未 来 は 変 わ る！

問い合わせ…保健相談センター　☎ 57-0707

ヘルス リテラシー

ヘルスリテラシーって何ですか？
　ヘルスリテラシーとは「健康教養」。日頃か

ら健康や医療に関する正しい知識や情報を持

ち、それらを適切に利用し活用する力のことで

す。

　病気を予防し健やかに暮らすためには、現状

をよく知り、正しい情報を生かすことが大切で

す。生活習慣を改善するための日頃の小さな積

み重ねがあなたの健康を守ります。

まずは現状を知りましょう！
青森県の平均寿命は全国最下位です

順位 男　性（平均寿命） 女　性（平均寿命）
１位 長野県（80.88 歳） 長野県（87.18 歳）
２位 滋賀県（80.58 歳） 島根県（87.07 歳）

… … …
46 位 秋田県（78.22 歳） 栃木県（85.66 歳）
47 位 青森県（77.28 歳） 青森県（85.34 歳）

死亡原因の約６割は、がん、心疾患、脳血管疾患

青森県は肥満者が多い傾向にあります
成人肥満者の割合　青森県は全国９位（38％）

児童・生徒の肥満者の割合
小学１年 小学６年 中学３年 高校３年

全　国 4.2％ 9.3％ 7.9％ 9.6％

青森県 8.1％ ２位 11.2％ 11 位 11.2％ ３位 12.0％ ９位

三沢市民の健康課題は何でしょう？
①死亡原因は１位がん、２位心疾患、３位脳血

　管疾患。自殺の割合も全国より高い。

②肥満者の割合　男性 30.5％　女性 26.8％

③喫煙者の割合　男性 22.5％　女性   4.1％

④糖尿病の人は 11.1％。予備軍を合わせると

　約 23％。糖尿病で亡くなる方が多い傾向に

　あり、重要な健康課題の一つです。

⑤がん検診受診率　約 25％

　生活習慣病は、加齢とともに増加し、運動、

食生活や喫煙、多量飲酒などの生活習慣が関連

する病気です。できることから生活改善に取り

組みましょう。

日　　時 場　　所

４月７日（日） 10:00 ～ 12:00
13:00 ～ 16:00 スカイプラザミサワ

５月５日（日・祝）10:00 ～ 11:45
13:00 ～ 16:00 ビードルプラザ（北側駐車場）

休  日  救  急  診  療
  ４月   ７日 すずき小児科内科クリニック 52-6555

  ４月 14 日 柿崎外科医院 57-1151

  ４月 21 日 得居泌尿器科医院 50-1333

  ４月 28 日 中山内科医院 52-7752

  ４月 29 日 あいざわクリニック 58-7370

  ５月   ３日 こおり耳鼻科クリニック 53-3387

  ５月   ４日 得居泌尿器科医院 50-1333

  ５月   ５日 石田温泉病院 0178-52-3611

  ５月   ６日 鳴海外科医院 53-3056

※ 17 時以降の夜間救急診療は当番制ではありません。

久保田  李桜（いお）ちゃん／９カ月

問い合わせ…保健相談センター　☎ 57-0707

内容・対象 月　日 時　間 場　所

母　
　
　

子

プレママクラス（母親教室） ４月 22 日（月）
          13:30 ～ 16:00

保健相談

センター

（受付 13:15 ～ 13:30）

＊予約制です。
内　容　マタニティピラティスと調理実習のどちらかを選択となります。
持ち物　母子手帳、バスタオル（ピラティス）、エプロン・三角巾（調理実習）

４カ月児健康診査 ４月 16 日（火）受付  12:45 ～ 13:15
＊ブックスタート事業（絵本の読み聞かせや絵本のプレゼント）があります。

親子すくすく広場 ４月 16 日（火）
            9:30 ～ 11:00

（受付   9:30 ～ 10:00）

＊予約制です。
対　象　５～７カ月児
内　容　計測、ベビーマッサージ、育児相談など
持ち物　母子手帳、バスタオル

９～ 10 カ月児健康相談 ４月 17 日（水）受付   9:30 ～ 10:00

１歳６カ月児健康診査
（平成 23 年８月生まれの幼児） ４月 25 日（木）受付 12:45 ～ 13:15

２歳児歯科健康診査
（平成 22 年 11 月生まれの幼児） ４月 17 日（水）受付 12:45 ～ 13:15

３歳児健康診査
（平成 21 年９月生まれの幼児） ４月 24 日（水）受付 12:30 ～ 13:00

▼乳幼児健診では、母子健康手帳・バスタオルなどを持参してください。
　１歳６カ月児・２歳児・３歳児健康診査では診査票などを忘れずに。
　体調不良や感染症などのときは受診をご遠慮ください。

成　

人

栄養相談 随時受付（予約制）
一般健康相談 月～金曜日随時           8:30 ～ 16:30

こころのケア相談　　電話相談 ４月 18 日（木）
        10:00 ～ 12:00
        13:00 ～ 15:00

　　　　　　　　　　面接相談 ４月 30 日（火）        10:00 ～ 15:00
＊面接は前日までに要予約　☎ 57-0029（専用電話）

４月の 保健
だより

がん
29％

心疾患
16％

その他
32％

肺炎   11％

脳血管疾患   12％

青森県民の
主な死亡原因

MEDICAL INFORMATION
年１回は検診を受けましょう　～各種検診の日程～
▶各種がん検診は選択して受けることができます。（年度内に１度限り）
▶年齢は全て平成 26 年 3 月 31 日を基準としています。
▶生活保護世帯、非課税世帯、75 歳以上の方は全て無料で受診できます。（※がん検診は 65 歳以上が無料）
▶検診会場は保健相談センターです。（※ 8 月 28 日の市民がん検診は新森地区コミュニティ集会施設）
▶子宮がん・卵巣がん・乳がん検診の対象者は偶数年齢の方のみです。
集団検診

検診項目 対　象　者 検診内容 料　　金 実施期間 案内・申込方法

胃がん検診

40 歳以上

問診・胃部Ｘ線（バリウム）検査 1600 円 市民がん検診として同日実施 マ ッ ク テ レ ビ、 ホ ー ム ペ ー ジ、
町内回覧（５月）、保健協力員を
通じてご案内します。
▶申込方法
①保健相談センター窓口申し込み
②申込書（保健相談センター設
　置またはホームページ掲載）
　を郵送　※ FAX 不可
③保健協力員への申し込み

大腸がん検診 問診・便潜血反応検査（２日間採便）   500 円 6 月
７月
　　
　　
８月

11 月
　　

27 日～ 29 日
1 日～ 2 日
９日～ 13 日
28 日～ 31 日
28 日～ 30 日
14 日～ 16 日
28 日～ 29 日

肺がん検診
問診・胸部Ｘ線

（必要により喀痰検査）
  500 円

（喀痰検査 800 円）

肝炎ウィルス検診 問診・血液検査   600 円

歯周病検診 問診・歯科医師による診察 無料

前立腺がん検診 50 歳以上の男性 問診・血液検査   600 円

子宮がん検診 20 歳以上の
偶数年齢女性

問診・視診・子宮頸部細胞診
1800 円

婦人科検診で同日実施 74 歳までの対象者には個別通知
（申込はがき同封）するほかマッ

クテレビ、広報、ホームページ
などでご案内します。
▶申込方法
①申込はがきで窓口申し込み
②申込はがきを封筒で郵送
③窓口で申し込み（76 歳以上）

卵巣がん検診 超音波検診（子宮がん検診とセット）

９月
10 月

11 月

26 日、27 日、30 日
１日～４日、
８日～ 11 日
６日～８日

乳がん検診

40 ～ 58 歳の
偶数年齢

問診・視触診・マンモグラフィー
40 歳代 1,700 円
50 歳代 1,300 円

60 歳以上の
偶数年齢

問診・マンモグラフィー 900 円

骨粗しょう症検診
40,45,50,55,60,
65,70 歳の女性

問診・骨密度測定   600 円 ９月 ６日、24 日
対象者に個別通知
▶申込方法
①窓口②郵送

個別検診
検診項目 対  象  者 検診内容 料  金 実施期間 検診場所 案内・申込方法

婦
人
科
検
診

子宮がん検診
20 歳以上の
偶数年齢

問診・視診・子宮頸部細胞診 1,500 円 ４月～
平成 26 年

３月末

三沢中央病院
田辺医院

対象者の方に個別通知します。
▶申込方法
直接、医療機関に申し込み
※保険証をお持ちください。

卵巣がん検診
超音波検診（子宮がん検診と同時実
施で希望者のみ田辺医院で受診）

  300 円

ク
ー
ポ
ン
検
診

子宮がん検診
21,26,31,36,
41 歳の女性

問診・視診・子宮頸部細胞診

無  料
６月～
平成 26 年

３月末

市立三沢病院
三沢中央病院
田辺医院 対象者の方に個別通知します。

▶申込方法
保健相談センターで予約をし、
医療機関で検診

（市の集団検診でも受診可能）

乳がん検診
41,46,51,56,
61 歳の女性

問診・触視診・マンモグラフィ
市立三沢病院
三沢中央病院
あいざわクリニック

大腸がん検診
41,46,51,56,
61 歳の男女

問診・便潜血反応検査（２日間採便）
青森県総合健診センター

（保健相談センターに検体提出） 

申し込み・問い合わせ先　保健相談センター（☎ 57-0707）
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人 口 と 世 帯 数

■人口 42,189 人（－ 14 人）・男 20,794 人（＋ 1 人）・女 21,395 人（－ 15 人）　■世帯数 18,821 世帯（＋ 5 世帯）

－２月末現在－　※（　）内は前月との増減比較

広報みさわ４月号は 14,000 部発行し、1 部あたりの印刷製本費は 70 円です。

「
広
報
み
さ
わ
」
に
対
す
る
ご
意
見
や
ご
感
想
、取
り
上
げ
て
ほ
し
い
行
事
や
話
題
な
ど
、

皆
さ
ま
か
ら
の
情
報
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
ご
連
絡
は
広
報
広
聴
課
ま
で
。

「ふれあい・もてなし」の心が「つながり」を生む
仲間と共に国際大会を開催し続け、車いすテニスの普及に尽力

で
す
」。
車
い
す
テ
ニ
ス
の
魅
力

に
つ
い
て
、橘
さ
ん
は
そ
う
話
す
。

　

そ
ん
な
橘
さ
ん
が
恩
師
の
言
葉

を
き
っ
か
け
に
始
め
た
国
際
大

会
。
ス
タ
ッ
フ
は
、
知
人
か
ら
知

人
へ
繋
が
る
よ
う
に
集
ま
っ
た
気

心
知
る
仲
間
。
皆
、
橘
さ
ん
の
障

害
を
ハ
ン
デ
ィ
だ
と
思
わ
ず
、
健

常
者
の
よ
う
に
付
き
合
っ
て
い
る

と
い
う
。「『
情
け
』
じ
ゃ
な
い
ん

で
す
よ
」。
橘
さ
ん
は
、
転
ん
で

も
時
に
助
け
て
く
れ
な
い
仲
間

を
、
笑
い
な
が
ら
、
し
か
し
誇
ら

し
げ
に
話
し
た
。

　

こ
の
大
会
の
根
底
に
あ
る
の
は

「
ふ
れ
あ
い
」
と
「
も
て
な
し
」

の
心
だ
と
い
う
。
ス
タ
ッ
フ
は
参

加
者
に
少
し
で
も
喜
ん
で
も
ら
お

う
と
、
地
産
の
農
水
産
物
を
振
る

舞
い
、
三
沢
高
校
定
時
制
の
生
徒

た
ち
は
車
い
す
の
運
び
方
を
自
ら

学
び
、
互
い
に
声
を
掛
け
あ
う
。

そ
の
心
は
人
と
人
の
つ
な
が
り
を

生
み
、
協
力
者
の
輪
は
今
な
お
広

が
り
続
け
て
い
る
。

　

資
金
不
足
な
ど
か
ら
今
後
の
開

催
が
危
ぶ
ま
れ
て
い
る
大
会
で
は

あ
る
が
、「
存
続
が
目
標
で
す
」

と
力
強
く
話
す
橘
さ
ん
の
眼ま

な
ざ差
し

に
は
、
関
わ
っ
て
い
る
多
く
の
人

た
ち
の
想
い
と
期
待
に
応
え
た
い

と
い
う
熱
意
が
こ
も
っ
て
い
た
。

　下久保在住の 40 歳。青森県車いすテニス協会副会長。
　1997 年から知人を通して車いすテニスを始め、１年足らずで渡
米。サンディエゴの US オープン合宿で世界レベルを体験した後、
十和田市を中心に練習を重ね、国内、特に海外の車いすテニス大
会に多数出場。2003 年には世界ランキング１位を獲得する。
　また、2005 年から主催する車いすテニスの国内大会を、2008 年
からは国際大会に昇格させ、三沢市南山で毎年開催。気心知れた
50 人もの仲間や高校生、その他多くのボランティアスタッフと共
に全国から選手を招き、競技や懇親会を通じて交流を深めている。
　左肘に続き、右肘の痛みに悩まされ 2012 年 10 月に現役引退を
決意。その後は、若手選手の熱意を受けて、固辞していた車いすテ
ニス日本選手団のクアードクラス・
ナショナルコーチに就任。現在は、
パラリンピックでのメダル獲得を
目指し、自身の経験・知識を生か
しながら代表選手を指導。さらに、
八戸養護学校の子どもたちのため
に月１回の教室を開き、未来の選
手育成にも励んでいる。
　青森県における車いすテニス競
技の普及拡大への尽力が認められ、
2013 年に第７回東奥スポーツ賞を
受賞。
　　    選手として出場する橘さん▶

　

南
山
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
で
毎
年
開

催
さ
れ
て
い
る
「
三
沢
国
際
車
い

す
テ
ニ
ス
大
会
」。
50
人
以
上
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
ら
が
支

え
、
全
国
か
ら
集
ま
る
出
場
選
手

は
年
々
増
え
続
け
て
い
る
。
こ
の

国
際
大
会
の
中
心
的
存
在
に
な
っ

て
い
る
の
が
、
橘
信
宏
さ
ん
だ
。

　

橘
さ
ん
が
車
い
す
テ
ニ
ス
に
出

会
っ
た
の
は
97
年
。
当
時
は
身
近

に
練
習
す
る
場
所
も
相
手
も
無

か
っ
た
た
め
、
十
和
田
に
毎
日
早

朝
か
ら
通
い
、
健
常
者
相
手
に
車

い
す
テ
ニ
ス
を
手
探
り
で
学
ん

だ
。

　
「
も
っ
と
テ
ニ
ス
が
し
た
い
。

世
界
を
知
り
た
い
」。
そ
う
思
っ

た
橘
さ
ん
は
、
車
い
す
テ
ニ
ス
を

始
め
て
か
ら
一
年
に
も
満
た
な
い

う
ち
に
、
知
人
と
渡
米
。
世
界
レ

ベ
ル
の
合
宿
に
参
加
し
た
。
英
語

は
話
せ
ず
、海
外
旅
行
も
初
め
て
。

周
囲
に
は
「
無
謀
」
と
言
わ
れ
た

が
、「
な
ん
と
か
な
る
」
の
一
心

だ
っ
た
。
そ
れ
か
ら
、
さ
ら
に
練

習
を
重
ね
、
海
外
の
国
際
大
会
に

数
多
く
出
場
。
経
験
を
積
み
、
力

を
付
け
、
03
年
に
は
世
界
ラ
ン
ク

１
位
を
獲
得
。
世
界
の
ト
ッ
プ
ラ

ン
カ
ー
と
肩
を
並
べ
て
闘
っ
て
き

た
。「
健
常
者
と
同
じ
舞
台
で
で

き
る
、
数
少
な
い
ス
ポ
ー
ツ
な
ん
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